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自然の概要

横浜自然観察の森は，神奈川県南東部，横浜市の南端に位置する．面積は45.3ha

で，三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高

50～150mで・ある．

林相は，ヤマザクラ Prunrsdonarium，コナラ Quercusserra臼やミズキ Camus

controversaなどからなる二次林がほとんどで，一部，タブノキ Pers倒的unbergiiの

多い二次林，モウソウチク Ph川OS旬chyspubescensの林があり，スギ Cryptomeria

japonica，ヒノキ Chamaecyparisbotusaの植林もある．自然観察センタ一周辺に

は，ヤマモモ Myricarubra，スダジイ Shiぬsieboldii，シャリンパイ Rhaphio/epis

umbellataや， トウネズミモチLigustrumlucidumなどの植栽がある．草地は，ス

スキ Miscanthussinensisやセイタカアワダチソウ Solidagoaltiss財団などの高茎

草本の草原と，踏圧によって裸地化しつつあるイネ科G悶mineae草本の低茎草本

の草原である．

水域は，江ノ島付近に流れ込む柏尾川｜の支流で、あるいたち川の源流部と，湿地，

谷をせき止めて作った池がある． （文責：藤田 薫）
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横浜自然観察の森における種組成的研究
一群落分類と序列化ー

小嶋紀行 1・安藤真理子2・中島亜利 2・酒井絢也2

lまじめに ．

都市近郊に残存する緑地は，都市域における生物のレフュージアとして重要な役割を果

たしている Lかし近年は開発による森林の減少が激しいため，その現状把握と保全方

法の確立が強く求められている．

これまでに，このような都市近郊に残存する緑地については，種組成（浜端 1980），種多

様性引 ida＆~akash i zuka 1995），種子供給（井手 1994；大久保 1994），植生動態（前迫 2000).

種数一面積関係（石田ら 2002）など，様々な研究が行われてきた．また，環境省自然保護局

が実施した「日本の里地・里山の調査・分析」では，植物ROB種の集中地域の55協が里地里

山に分布していると報告されている（環境省自然環境局ホームページより）．

このような報告にも関わらず．円海山緑地の南端に位置する横浜自然観察の森では，横

浜市陸域の生物相・生態系調査報告書（横浜市 1991)で，わずかにフ口うとファウナの調査

が行われているに過ぎず，緑地保全のための基礎的研究が十分に行われていない• .I

そこで本研究では，横浜自然観察の森において植生単位と遷移系列を明らかにし円海

山地区の景観保全と種多様性保全のための基本情報を提供する事を目的とした．

調査地・調査方法

2004年の 2月から 9月にかけて，横浜自然観察の森で植物社会学的方法

(Braun-BI anquet1964）による植生調査を行い， 190の植生調査資料を得た．調査区の大き

ざは，草地で0.25～4rri，低木林で4～100rri，高木林で 100～400m2を基本とした．得ら

れた資料は日lenberg(1956）と Muileト Domboisand El I lenberg(1974）の表操作法に従い，

組成表を作成して群落区分を行った．、また，同じ資料を用いて， DCA法（HiII 1979; Hi II 

&Gauch 1980）により序列化を行った．さらに，序列化によって得られた調査スタンドのス

コアと，群落構造との関係を検討した．

1横浜国立大学大学院環境情報学府環境生命学専攻 植生学研究室

2東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科 森林生態学研究室
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結果

1)植生単位

野外調査の結果，以下の5群集20群落が識別された．

［常緑広葉樹林］ ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，イロハモミジー

ケヤキ群集

［夏緑広葉樹二次林］ アカメガシワーミズキ群落，ネムノキータヌギ群落，ヤツデーカラス

ザンショウ群落，オニシバリーコナラ群集

［つる・低木林］ クズーカナムグラ群落，クララ群落，ヌルデーヤマグワ群落，ハコネウ

ツギ群落．コクサギ群落，コアカソ群落，タマアジサイ群落

［二次草原］ カゼクサーオオバコ群集，クサイーオオバコ群落，オニウシ〆ケグサ群落，

ミズヒキ群落，メドハギ群落，チガヤーキンミズヒキ群落

［水辺草本植物群落］ ヨゴレネコノメ群落，オランダガラシ群落，力ワラスガナ群落

［岩隙草本植物群落］ ケイワタバコ群落．ホウライシダ群落

2) DGA法による植生単位の序列化

常緑広葉樹林，夏緑広葉樹二次林，つる・低木林，二次草原の調査区の資料を用いてDGA

による解析を行った結果，多くの群落が1軸と平行に記列した（図 1). しかしクズーカ

ナムグラ群落は2軸のスコアの高い領域に，ハコネウツギ群落は2軸のスコアの低い領

域に，他の群落から大きく離れて展開していた．

常緑広葉樹林の3群落とオニシバリーコナラ群集とヤツデーカラスザンショウ群落は，種
組成の類似性が高かった．また，アカメガシワ・ミズキ群落とネムノキークヌギ群落は，

．つる・低木林と種組成の類似性が高かった．

ーさらに， DGA法によって得られた調査区のスコアと，群落構造との関係を検討した結果，

1軸のスコアと最大植生高 （r= -0. 66），最大胸高直径（r= -0. 51)，階層数 U=-0.72),

出現種数（r= -0. 56）との聞に有意な相関（Pく0.05,F-test）が得られた．

考察

種組成と構造の変化から，観察の森とその周辺地域では図2のような二次選移系列が考

えられた．

一般に，最大植生高，最大胸高直径 階層数，出現種数は遷移が進むにつれて増加する’

ため， 1軸のスコアの高い領域から低い領域へ，［二次草原→つる・低木林→夏緑広葉樹二

次林→常緑広葉樹林］の順に遷移が進むと考えられた．

夏緑広葉樹二次林では，常緑広葉樹林と類似度の高いオニシバリーコナラ群集とヤツデー

カラスザンショウ群落は，比較的遷移の進んだ段階にある群落であり，一方でつる・低木林

と種組成の類似度が高いアカメガシワーミズキ群落とネムノキークヌギ群落は，遷移の初期

4 



段階にある群落だと考えられた．

また，群落区分種から， hオニシパリーコナラ群集は主にヤブコウジースダジイ群集へ，ヤ

ツデーカラスザンショウ群落は主にイノデータブノキ群集へ遷移すると考えられた．

謝辞

本研究に際して，東京農業大学森林生態学研究室の中村幸人先生，武生雅明先生には，貴

重な御助言，御校聞を頂いた．また，横浜自然観察の森のレンジャーの方々には，多大な

ご協力を頂いた．野外調査では，森林生態学研究室の川瀬悟さん，横山竜大さんの惜しみ

ないご協力を頂いた．各位に心から深謝する．

要約

横浜自然観察の森において植生調査を行い， 5群集.20群落が識別された．調査スタンド

をDCA法によって序列化した結果， 1軸のスコアの低い領域から高い領域へ向かつて．常

緑広葉樹林，落葉広葉樹二次林，つる・低木林，二次草原の順に配列した.＇DCAによって得

られた調査スタンドのスコアと群落構造との相聞から，二次草原， つる・低木林． 夏緑広葉

樹二次林，常緑広葉樹林の順に， 1軸のスコアの高い領域から低い領域へ遷移が進んでい

ると考えられた．さらに，植生単位問で種組成と立地環境との関係を検討した結果，オニ

．シパリーコナラ群集はヤブコウジースタジイ群集ヘヤツデーカラスザンショウ群落はヤブコ

ウジースダジイ群集とイノデータブノキ群集へ遷移が進むと考えられた．
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図2.倹浜自然観療の森におけるこ次遷移系列の模式図．

表1. 常緑広葉樹林の総合常在度~
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B：イノデ・タブノキ群集
C：イロハモミジ・ケヤキ群集
群落区分

盟主亘堂
群集線｛制重および区分程

アカガシ

ヒサカキ，
モチノキ
イタピカズラ
ヤブツバキ
ミヤマナルコユリ
ハリギリ
ヒイラギ
群集棟徴種および区分種
タブノキ
アズマネザサ

キヅタ
イヌピワ
ホウチヤクソウ
イノデ
アスカイノデ
オクマワラビ
アケビ
アカメガシワ
クズ
ムクノキ
ビナンカズラ
ナガパジャノヒゲ
ヤマグワ
群集標倣flおよび区分ft
ケヤキ
コクサギ
イロハモミジ

アブラチャン
センニンソウ
エンコウカエデ
以下略

A 

12 
B 

12 

.:v<+-4l :rr<+-2) 

. ! V(+-2) !+(1) 1(1) 

1(+) 
!V(1ーの
:vc＋一1)
!N(+-2) ! 
!m<+l 
!ill(+) ! I(+) 

:-11.H土）一＿＿! 1(+) 

II（＋ー1) :・ V(2-5) : 
II(+) !V(+-3) 
I（＋ー1J;vc＋ー1): 1(1) 
I（＋ー1) !V(+-2) !1(2) 

＋（＋） 
＋（＋） 

＋（＋） 

:w<+l ;H+l 
:me＋ー1)
!m＜＋ー1) :1(+) 
:m<+l : 
1m<+l : 
:m(+l !1(+) 

1m<+l ’ 
:mc+-2J !H+l 
:m<+l :H+l 
:m(+l !1(+J 
:!II..＜土）＿＿__ :1(+) 

+(1) !3(4) 

c 
3 

!3(+) : 

7 

!2(1-2) 
!2(+-2) 
:2(+) 
:2（＋ー2) : 

ワ

｜ハコネウツギPl'll

？ 

lヲズ，カナムグラ務落｜



表2.落葉広葉樹二次林の総合常在度表
A：アカメガシワーミズキ群落
B：ネムノキークヌギ群落

群落区分
調査区数
群落区分種

ミズキ
アカメガシワ
カラスウリ
トウネズミモチ

ツユクサ
イヌワラビ
群落区分種
クヌギ
オヤブジラミ

ヤエムグラ
ネムノキ
群落区分種
カラスザンショウ
タブノキ
ヤツデ
群集線徴種および区分種
イヌツゲ
ウグイスカグラ
イヌガヤ
スダジイ
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

林の構成樹種と構造（3) 

藤田 薫1・篠原由紀子2

はじめに

生物多様性の保全のために，横浜自然観察の森では， 2002年度より，ゾー乙ング，管

理計画等の保全計画を，市民と共に作成中である（藤田 2001.. 2002）.計画が実施段階

となり，管理の手が入るようになった後には，計画の効果，影響をモニタリングする必

要がある．そこで， 2002年度より，林の変化をモニタリングするために，林の構造と

構成種の現状調査を行っている 2002年度には遷移ゾーンで、 2003年度には主に今後

管理される予定の地区で調査を行った（藤田・篠原 2002.2003）。2004年度には、林縁

として管理するゾーンを中心に、管理前の現状調査を行ったので報告する．

調査方法

2004年 11月下旬，圏内の，林縁として管理するゾーン（藤田 2002）の，林縁とし

て実験的に維持管理する予定の樹林2ヶ所（ウグイスの草地西側・東側）で， 10m×20

mの範囲内！こ生えている， 2m 以上の、高木になる樹種の樹高を記録した （図1) . 

調査結果

1 . 種数と密度

10m×20mの範囲内の高木の種数と本数は， 遷移ゾーン，雑木林管理ゾーン （藤田、

篠原2002.2003）に比べ， 最も少なかった（表1) . 

表 1.種数と密度．

10m×20mの範囲内にある高木になる樹種の2m以上の木の数．

調査地点

ウグイスの広場西側

ウグイスの広場東側

蹴一

3

4

柑一

4

市

2.樹高

調査地の高木になる樹種は全て2-4mで、高い木はなかった（図2). 

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室 〒247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森

2横浜自然観察の森友の会 〒247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
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3.次世代木

現在中程度の高さの木， 2山 4mの木などが，今後林の樹冠を成していく木になるた

め，調査地点ごとに，これらの樹種を検討した（付表）．

くウグイスの草地西側＞

10年ほど前まで，草本，低木が管理されており，その後低木が成長している地点．

寓木になる樹種は少なく、現在、ノイバラ、ウツギなどが繁茂している。

樹林地にするためには、これらの繁茂している種を除伐しないと、高木の発芽、成長は

難しいと思われる。しかし、林縁環境としては、現在は機能していると思われる。

くウグイスの草地東側＞

西側と同様、10年ほど前まで、草本、低木が管理されていた。現在は、 4m程度の

キブシ、ヒメコウゾ、 2m以上のハコネウツギ、ウツギ、 2m以下のヌルデが多い。西

側よりも低木の樹種が多く、林縁環境としては機能していると思われるが、低木の樹高

が高いため、間伐することで、再び発芽、成長が促進されると思われる。

引用文献

藤田 薫 2001，保全計画作成 l，横浜自然観察の森調査報告7: 3-5. 

藤田 薫 2002，保全計画作成｜｜ー市民と考えるゾーニング計画の試みー，横浜自然観

察の森調査報告8: 27-34. 

藤田薫・篠原由紀子 2002，林の構成樹種と構造， 横浜自然観察の森調査報告8:18-25. 

藤田薫・篠原由紀子 2003，林の構成樹種と構造（2），横浜自然観察の森調査報告9: 13-19. 

図1.林の構成樹種調査地点

1 0 



訴

# 

主張

ロ落葉

10 I.常緑
5 

。
2-

ロ落葉
国常緑10 ' 

# 5 

。
2-

ウグイスの草地

4- 6- 8- 10- 12- 14- 16- 18-
樹高 m

ウグイスの草地

4- 6- 8- 10- 12- 14- 16- 18-
樹高 m

図2. 各調査地における樹高別にみた樹木の本数
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付表：林の構成樹種と樹高・本数（2004.11) 

ウグイスの草地西側

種名 常緑or落葉 2m- 4m- 6m- Sm-

一1 ムクノキ 落葉

2 ヤマグワ 落葉 2 

小計 2 。。
3 トウネズミモヲ 常緑

小計 。。。

ウグイスの草地東側

種名 常緑or落葉 2m- 4m- 6m- Sm-

ヌルデ 落葉 3 

2 ムクノキ 落葉

3 ヤマグワ 落葉 5 

小計 9 。。。
4 トウネズミモヲ 常緑 6 

小計 6 。。。

1 2 



横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

横浜自然観察の森に生育する益事苔類

河済英子1

始めに

横浜自然観察の森では，観察路・水路・林内に生育する多分野の生物種について踏査がなされ， リ

ストが作成されている．種子植物についは，管理ゾーン別の生育の有無，管理の景5響，開花結実状

況など詳細に記録されているが，蘇苔類（コケ植物）に関する調査報告は現在までに一例もない．横

浜自然観察の森を含む円海山総也で採集された蘇苔類の記録は蘇類33種苔類14手重がある（生出，

1991・2003). しかし．艶丘の知見から多数の未記録干重が予想されると同時に，当地域内の開発によ

る生育環境の消失も続いている今後も保全・管理される横浜自然観察の森が有する現在の蘇苔類

相を明らかにし記録に留めておくことは重要と考え調査を行ったのでその結果を報告する．

調査地と調査方法

2003年10月から2004年5月まで10回にわたり，横浜自然観察の森の観察路を中心！こ，いたち

川の水路周辺やカシの森保護区内の通路など全域を踏査し蘇類・苔類の採集を1～3ヶ所で行った．

この探鍋票本によって同定し以下のリストを作成し，目視したものも含めてマップ！こ表記した．標

本は1種に付き1点の資料番号をあげた杭採集した標本は全て「神奈川県立生命の星・地球博物館j

の収蔵庫に登録保管してある

結果と考察

生育種数は．辞類22科53属86種，苔類16科18属28極計114種である．ツノゴケ類は調査

地内には 1種も発見できなかった県内低地の調査済み地区と比較するとこの種数は川崎市全域

(119 fl)に匹敵する．横浜市初記録は39種，神奈川県初記録は12種を確認した．

調査地l玄白いたち川の滅荒の谷間，日当りの良い平坦な草地スギ植林と二次林に固まれた斜面

から尾根の凡そ3つ大別され，それぞれの環境に対応した特徴ある種がみられる．

；涜結Hでは，谷底に生えるミズキ・ヤマグワ等に樹皮着生苔種が数種見られる杭量は極めて少

ない．一方，湧水沿いの湿潤な岩崖は，水際から湿った腐植土のかかる上部まで多様な微環境がそ

ろっており，ホウオウゴケ科・センボンゴケ科・チョウチンゴケ科？ヤナギゴケ科・アオギヌゴケ科・

ウロコゴゲ科・葉状の苔類が豊富に見られる．中でも貝化石を含んだ崖地には房総半島と共通する

好石灰性の特異な手重が目立つ．全出現種の約 60協はここに生育し，最もコケのにぎわうスペースと

なっている

閉じ向陽な草地ではある民やや乾燥した観察路沿いと湿性の草原は際立った対照を成している．

観察路沿いでは，路面にギンゴケ・ネジクチゴケ，植栽樹の幹にコモチイトゴケ・ヤマトヨウジョウ

ゴケなど市桂詳也の都市公園と同様の種が見られるのに対し湿地は県内でも稀な山地性のタマゴケ

科・ハリガネゴケ科が繁茂する．また畑地には，耕作地に特有な期犬苔類（ウキゴケ科・ツノゴケ科

など）は全く見られない．

1平岡環境科学研究所横浜市南区大岡2丁目7-1 -503 
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半日陰の斜面は，やや乾燥した母岩と腐植土が基物となり，源流部についで多様な種が生育する．

スギゴケ科・微小なホウオウゴケ科・センボンゴケ科・ハイゴケ科・ツボミゴケ科・スジゴケ科等が観

察路に沿い見られ，落ち葉の積もる林床には少ない． 谷の下部ほど種数・着生霊とも多く，斜面上部

から尾根道には限られた種の群落が繰り返し現れる．

以下の種は，県内山地では翫重だ杭周辺の母岩には全く着生を見ない種であり．造成時に石材

に伴ない当地に移入した可制空も考えられる． トサカホウオウゴケ・ガーベルホウオウゴケ・チヂミ

バコブゴケ・ナガエタチヒラゴケ・アオシノブゴケ．また熱帯魚用水草ミズキャラハゴケは投棄され

たものが残存したらしい．

各種の現在までの知見については，河清（2005）に詳しく記述した．

誠事

千葉中央博物館の古木達郎博士，服部植物研究所の鈴木直氏日本驚苔類学会員の木口博史氏

には一部の種の同定確認及び各分野の貴重な情報を提供していただいた．平岡環境科学研究所の平

岡照代氏には全般にわたり丁寧な助言を賜ったここに厚くお礼申し上げる．

文献

岩月善之助編， 1991.日本の野生植物ーコケ， 35.7pp.+ 192p Is.，平凡社，東京．
I watsuk i. Z. . 2004. New cata I og of the rrosses of Japan, Journ. Hattori Bot. Lab.，但6):1 

ー182".

生出智哉， 1991.蘇苔・地衣・菌類．横浜市公害対策局環境管理室編，横浜市陸域の生物相・生態

系調査報告書.pp. 96-136，横浜市公害対策局環境管理室，横浜．

生出智哉， 2003.横浜のコケ植物．横浜植物会編，横浜の植物， pp.54-72.横浜植物会，横浜．

河湾英子.2005.横浜市円海山総也の蘇苔類．神奈川自然誌資料， 26:21ー29.

蘇苔類リスト

これまでの報告に記録のない種類については，ム印・横浜市初記録極※印 ・神奈川県初記鋳重

を付記した．科の配列 ・所属の科 ・苔類の学名と和名は岩月α001）に．蘇類の学名と和名は

I watsuk i (2004) Iこ従った．

繍
｜スギゴケ科 Pol内記hacead

ム l. ヒメタチゴケ A釦泊四 I伽 l:ophyllum伽叫lHal)Paris KPM-NB1005004 

2. ヒメスギゴケ R写vna加mnee.曲・伽叫LHal) Dozy KPM-NB1005011 

｜ホウオウゴ舛ヰ 日間dentace材

※3a.スナジホウオウゴケ f詠幻denshり切desHedw.v訂.esq山。品・むher)Z. Iwats. ＆τ'ad Suzuki 

KPM-NB1005013 

ム3b.ツクシホウオウゴケ .FYss1densbzyo1ぜ'8sHedw.v町.la胞ralis侶叩出.）Z. Iwaぉ．＆百dSuZt止i

KPM-NB1005017 

3c.ホソベリホウオウゴケ JiYsSJぜenshη但desHedw. var. rai刀何-issimus官ier.KPM-NB1005020 

ム4.サクラジマホウオウゴケ 見：SJぜ・ensα却 ulusBrid KPM-NB1005023 
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※5.イワマホウオウゴケ Fissiぜ＇eDSCぽva如＇SHomsch. KPM-NB1005026 

6. トサカホウオウゴケ Fissiaensdubius P. Beauv. KPM-NB1005030 

ふ 7.ガーベルホウオウゴケ地siaensgaI1命的陥批. KPM-NB1005033 

8.ナガサキホウオウゴケ FissiaensgemimflorusDo勾r& Molle. KPM-NB1005037 

ム 9.サツマホウオウゴケ FissJ"denshyalinusHook.& WiおoninHook KPM-NB1005041 

ム10.ジングヴホウオウゴケ 王加伽slinearis Brid v低 ol町四-ete包ro血.& Paris) I. G. S加ne

KPM-NB1005043 

ム11.ユウレイホウオウゴケ互協zaenspro.釦111emaecolaSakuraiKPM-NB1005047 

※12.イポホウオウゴケ Fissiaensserra釦・sM叫lHal KPM-NB1005050 

13.キャラボクゴケ Fissi"dens臼沼泡h"usHedw. KPM-NB1005051 

14.コホウオウゴケ Fissiaens白ysmannianusDozy & Molle. KPM-NB1005055 

..0.15.チャボホウオウゴケ Fissidens伽 'ElensisBro出． KPM’NB1005058 

｜エピゴケ科 Bryo勾凶cead

16.エピゴケ BzyぽiphiumnOIVegicum侶:rid）阻此subsp.ノ申四'lcum侶ぼ吉区）A love & D. love 

KPM-NB1005侃5

｜キヌシッポゴ州 Seligeriacead

ム17.コシッポゴケ Elin必ノヨpomcaBro血．KPM-NB1005067 

｜シッポゴケ科 Dicranacead

18.ススキゴケ Dicranellahe白romalla(Hedw) Sci血np. KPM-NB1005082 

19.チヂミJfコブゴケ Onαph.orusα却必lius価低）Lindb. KPM-NB1005偲8

20.ユミダイゴケ 'IJ:em純 donlongi.切＆Michx. KPM-NB1005089 

｜シラガゴ州加cobryacead

21.ホソパオキナゴケ Leucobryumノロmperwaeum侶；rid)M叫lHal KPM-NB1005093 

｜センボ、ンゴ州 Po陶 cead

ム22. トウヨウネジクチゴケ Barbulainchca但ook.)Spreng. 即 M・NB1005100

※23.セイタカネジクチゴケ Barbula戸vamcaD伺 r& Molle KPM-NB1005103 

※24.ケネジクチゴケ Barbulasulx刀rnosaBro血 KPM-NB1005106 

25.ネジクチゴケ Barbulaungwcula抱Hedw. KPM-NB1005113 

26.ダンダンゴケ Eucladiumverticilla如m白：rid)Bruch & Schimp. in Bruch et al 絶球危慎I類

KPM-NB1005120 

※27.オオハナシゴケ Gymnosb.フrnumaeruginosum Sm. KPM-NB1005124 

2$.ハマキゴケ耳yophiJapropagu滋raBro血 KPM-NB1005129

ム29.コネジレゴゲ 'Ibrtellaノ中omca侶esch)Bro血 inEngler & Prantl KPM-NB1005135 

※30. ムツコネジレゴケ 批 h白血mumpla卵勾，rJJum侶;roth. 阻 Iisiba)P. C. Chen 

KPM-NB1005140 

31.ツチノウエノコゴケ Weissmcon的 versaHedw. KPM-NB1005147 

※32.ツチノウエノカタゴケ Weis.5'.laplan必haDixon KPM-NB1005153 

｜ギボウシゴ州 Grimmiacead

※33.ヤマトハクチョウゴケ Cai叩〆m雌山η brachy切 pum(Nog.) Z. Iwa俗.，百teishi& Tad 
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SuZl虫i準絶滅危慎KPM-NB1005160

｜ヒナノハイゴケ科 Erpodiacea~

34.サヤゴケ Glyphomitrium humiJJimum CMitt.) Cardot KPM-NB1005189 

｜オオツボゴ州十 Splachnacead

35.フガゴケ Gymn信仰mi凶'alonginen骨Bro血絢戚危慎I類KPM-NBI005195

｜ハリガネゴケ科 B可acead

36.ホソウリゴケ Brachyi刀eniumeXile①ozy & Molle) B部ch& Sande Lac. KPM-NB1005201 

37.ギンゴケ Eり匂margenteum Hedw. KPM-NB1005204 

ム38.ホソハリガネゴケ品戸mcae.甲必とiumHedw. KPM-NB1005206 

39.オンセンゴケ昂戸mcellulare Hook. in Schwagr. KPM-NBI005209. 

ム4o.オオハリガネゴケ盈戸Jmpseudo.加；que的m但ed~.）Gaertn. KPM-NBI005213 

41.ケヘチマゴケ Pohlia血xuosaHook..KPM~NB1005217 

42.ハリガネゴケ及'JSulab1戸mcapillmち但edw.)J. R. Spen印 KPM-NBI005222

｜チョウチンゴケ科 Mniacead

ム43.コチョウチンゴケ 111hiumhe加申ihyllum但ook.)Schwagr. KPM-NB1005224 

44.ナメリチョウチンゴケ M加 ηlycopodii凶自白ook.)Schwagr. KPM-NB1005226 

45.コツボゴケ Plagiomniumacu加m在illldb.)T. J. Kop. KPM-NBI005228 

46.オオパチョウチンゴケ P.k伊切加1iwηveSl切如m侶esch）宝よKop. I仁PM-NBI005235

47.コパノチョウチンゴケ刀-achycys曲m必叩hylJ.a①但y& Molle) Lindb. KPM-NB1005237 

1タマゴケ科 B佐佐加由cead

ム48.サワゴケ Ph必llO曲fan臼na(Hedw.) Briel. :KPM-NB1005242 

..6..49.オオサワゴケ昂必llO防白merianaGschwagr.) Mi枕. KPM-NB1005245 

1ヒラゴケ科 Neekeracead

ム50.ナカ工タチヒラゴケ品malia加・"clioman01.出g但・edw)Bruch & Schirnp. KPM-NB1005250 

｜オオトラノオゴケ科’I'hamnobηacead 

51. オオトラノオゴケ 'lhamnobzyum sub回r.ia加m~但tt. ex Sande Lac.) B. C.百n

KPM-NB1005254 

｜アプラゴケ科 Hookeriacead

52.アブラゴケ Hookeriaacu励 liaHook. & Grev. KPM-NB1005256 

1シノブゴケ科’I'huidiace吋

ム53.ハリゴケ α'a Op必maciculum侶m血jBro出.in Engler & Prantl KPM司NB1005264
54.ノミハニワゴケ H年収ladiumangus.昌弘mCHarnpe & Mull Hal) Bro出.in Engler & Prantl 
KPM-NBI005268 

55. コメバキヌゴケ 正匂locladiummicz甲hyllwn(Hedw.) Bro也.in Engl町＆ Prantl 

KPM-NB1005271 

56. コバノイトゴケ H加わ伽ηeniump四udo－企is'te(M吋lHal) Bro出.in Engl1町＆ Prantl 

KPM-NE1005274 

ム57. ミジンコシノブゴケ Pelekiumpygmaeum侶chimp.）τbuwKPM-NB1005282 

ム58.チャボシノブゴケ P必kiwηvers1切か伽叫lHal）τbuwKPM-NB1005284 
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ム59.ヒメシノブゴケ訪日誌wnq四biiら~Iiwn(D句r& Molle) Dozy & Molle. KPM-NB1005285 

60. トヤマシノブゴケ 白山diumkanedae Sakurai KPM-NB1005288 

..6..61.アオシノブゴケ ヨ五回法・umpzisι凶p 伽叫lHal) A Jaeg町 KPM-NB1005292

｜ヤナギゴケ科 Amblysteg:iacead

ム62.コガネハイゴケ Campy曲delphuschrysophyllus侶rid)R. S.αiopra KPM-NB1005293 

63.ミズシダゴケ Cra伽 eほvnfih出 um白edw)Spruce KPM-NB1005297 

｜アオギヌゴ州 Brach州 民iacead

64.ナガヒツジゴケ 企-achy訪問umbuchanan.ii但ook.)A Jaeger KPM-NB1005303 

65＇.ア オギヌゴケ Brach~訪問wn populeum但吋w)Bruch & Schimp. in Bruch et al 

KPM-NB1005308 

ム66.ヤノネゴケ B写会manovae-angliae(Sull&Lesq.) Grout KPM-NB1005310 

67. ネズ ミノオゴケ 砂町田laぬ maximoviczii侶orcz.)Sおere& W B. Schofield 

KPM-NB1005314 

ム68.ツクシナギゴケモドキ 0早宮古rynchiumhians但edw)Loeske KPM-NB1005316 

69. ヒメナギゴヶ Oxyrrhynchium sava血n・<sch.imp.& Besch) Bro血.:in Engler & Prantl 

KPM-NB1005319 

..6..70.カヤゴケ Rhynch信仰wninciina加mCMitt.) A Jaeger KPM-NB1005323 

マ1.コカヤゴケ Rhynch偲t,egiumpalhdifoliwn伍r'fitt)A Jaeger KPM-NB1005326 

72.アオハイゴケ RhynchostegiumnjJano1des但edw)Cardot:in 'Iburret KPM-NB1005328 

ム73.マルパカヤゴケ Rhynchost,egiumrotunchめlium侶：rid)Bruch & Schimp. in Bruch et al 

KPM-NB1005329 

｜ツヤゴ持ト Ent:odontacead

74.ヒロハツヤゴケ Ent:odonchallengen・ (pa.rifY Cardot KPM-NB 1005332 

75.ホソミツヤゴケ En似Ionsullivantii伽叫1Hal) L:indb. KPM-NB1005342 

｜ナガハシゴケ科Semat.ophyllacead

76. コモチイトゴケ 乃rJa血adelphaten山田企is侶oruch& Schimp. ex S叫1)W R. Buck 

KPM-NB1005349 

77.ナガハシゴヶ Sematophyllumsubhumile伽u11Hal) M. Fleisch. KPM-NB1005352 

いイゴケ科 Hypnacead

..6..78.クサゴヶ Ca批ladiwnhalゐm"anum(Grev.) H. Aなm KPM-NB1005355 

79.クシノハゴケ αem泊・wncapi.L白色liumCMi比）Bro血.:in Engler & Prantl KPM-NB1005358 

80.ミチノクイチイゴケ H(31Z(,伊凶rapei初ibus白白m血＆Cardot) Z. I wats. E白M-NB1005367

81.ハイゴケ正lypnumplumaefonne Wilson KPM-NB1005371 

ム82.シロハイゴケ Isopt;ezygi山11minutiramewn伽叫lHal) A Jaeger KPM-NB1005374 

もち． 7す3ベ＝テベ：f7 Pseudo'taxlphyllum同古紙a甲m も也 & Lesi心 Z.Iw榔．
KPM-NB1005380 

※84. ミズキャラハゴケ Taxiphyllum barbJ,診E・（Cardot& Copp) Z. Iwats. KPM-NB1005385 

部．キャラハゴケ Taxiphyllum白血友meum色直tt)M.目白ch. KPM-NB1005387 

86.ヨコスカイチイゴケ 陪•siculai泡fiaCCJぬ (Sull &Lesq目）Z. Iwats. KPM-NB1005389 
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議場
｜マツバウロコゴ持』 Pseudolepicole配ead

I.チャボマツバウロコゴケ Eψihai郡白maminus Horik. KPM-NB1005391 

｜ツキヌキゴ州 Calypogeiacead

2.チャボホラゴケモドキ αuyp唱w.aarguta Ne回＆Mont. KPM-NB1005394 
3. トサホラゴケモドキ αuyp暗闇陶wa侶teph.)Steph. KPM-NB1005397 
｜ヤパネゴケ科 Cephalaziacead 

4.オタルヤパネゴヶ α¥JhaiOZJ.a o加uenSI8Steph.KPM-NB1005400 
｜コヤパネゴ持↓ C叩h泊四llacead

ム5.コパノヤパネゴケ C伊1halozi凶ram必rophylla白白ph.)Douin KPM-NB1005402 

ム6.ウニヤパネゴケ α¥Jhalozi凶a抑 veaulisDouinKPM-NB1005405 
｜ツボミゴ州 Jungermanrriacead

ム 7.エゾツボミゴケ（眼点あり） Jw怒沼知a担iaa企ひ凶・ensDmno比 subsp.da目島ra侶teph.)

Furuki KPM-NB1005410 

※ 8.マイマイツポミゴケ Jungennanma白地問.(rxSteph.KPM-NB1005418 

ム 9.ツクシツポミゴケ Jun伊 l111aJ加包含unca臼NeesKPM-NB1005420 

｜ヒシャクゴケ科 Scapan羽田村

10.チャボヒシャクゴケ a却加畑s卸ihanzi"Mu11b曲. ICPM曲NB1005422
｜ウロコゴケ科 Geocalycacead 

11.ヒメトサカゴケ αziloscyphusminorCNeeS> J. J. Engel & R. M. Schust. KPM-NB1005425 
12. トサカゴケ α此町yphuspzロfimdusCNees)J. J. Engel & R. M. Schust. KPM-NB1005428 
ム13.オオウロコゴケ民的vscyphuscoalitus但ook.)Sch過1. KPM-NB1005430 

14.ツクシウロコゴケ昂加四yphusp伽 us<Mitt.)Schiffu. KPM-NB1005432 

｜ケピラゴケ科 Rad叫acead

ム15.コウヤケピラゴケ RadulakojanaSteph.KPM-NB1005441 

｜クサリゴ舛ヰ Lejeuneacead

16.ヤマトヨウジョウゴケ αIolefe四 ea｝申仰凶侶ch過i)S.Ha此 exMizuιKPM-NB1005454
ム17.ナガシタパヨウジョウゴケ ぬわlejeunearadulilo伽Steph. KPM-NB1005458 

18.ヤマトコミミゴケ L伊unea；.中仰向Mitt.KPM-NB1005462 

｜ミズゼニゴケ科 Pelliacead

19.ホソパミズゼニゴケ P必・aencmなめlia(Dicks) Dumort. KPM-NB1005471 

｜クモノスゴケ科 Pallavic血おcead

※20.ニセヤ／＼ズゴケ Palla悶凶加J初回Sch過i. KPM-NB1005474 

｜スジゴケ科 Aneur配ead

ム21. クシノハスジゴケ JU切a偽 mull必da(L.) Gray sub叩.deci怒閉口s侶teph.)Fur出

KPM-NB1005482 

ム22.モミジスジゴケ Ri"ccardi：注pa/ma白白edw.)C個別出． 2082 KPM-NB1005485 

1ジヤゴケ科 Con田叩halacead

23.ジャゴヶ αna:ephalum comcumι） Dumort. KPM-NB1005491 

18 



24.ヒメジャゴケ ぬllOC伊>halumノ均pomcum位'hunb.)Grolle ・ KPM-NB1005494 

1アズマゼニゴケ科 Wたm町ellaβead

25.ケゼニゴケ Dumon主役-ahirsu白侶w)Nees KPM-NB1005497 

｜ジンガサゴケ科均初出acead 

26. ジンガサゴケ Re伽ulia.hem.吻ha.ericaι）Raddi sub叩.on"en臼b R. M Schust. 
KPM-NB1005504 

｜ゼニゴ州 Marchantiacead

ム27. トサノゼニゴケ Marchan的 ema.z色白a臼Reinw.,Blume& N舵ssubsp.伽'a.Da.(Steph.) Bischl 

KPM-NB1005505 

28. フタパネゼニゴケ Marchan胞 palea.ceaB町叫 subsp.dip血ra(Ne凶＆ Mont.) Inoue 

KPM-NB1005508 
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

神奈川県内の止水域におけるタコノアシの生育特性

小山内朝香1

目的

タコノアシ（Penthorumchi nense) ・は、低地の泥湿地や河川敷、湖岸などに生育する湿

性植物であり、我が国のレッドデータブック植物I（維管束植物） （環境庁編2000）では絶

滅危倶第E類に分類されている。本研究ではタコノアシの生育地の環境特性と、生理生態

的特性を解明することを目的とした。

方法

本研究では、生育地の環境特性として水位変動に着目した。水位変動による撹乱の程度

が異なる柏尾川金井遊水地と横浜自然観察の森内のトンボ池を調査地として選定した。各

調査地に 1m四方のコドラートを設置し、コドラー ト内のタコノアシ 10個体をランダム

にサンプリングし、体サイズ（基部径、草丈、葉数）を測定した。コドラート内の植物群

落を調査した。タコノアシの冠部と地表部の相対光量子密度を測定した。調査期間は 2003

年5～9月から2004年5～9月とし、毎月 1回行った。各調査地におけるタコノアシの生育

状態と植物群落を比較し、本種の生育状態と、生育地の水位変動との関係を解明する。

結果と考察

1 ）タコノアシの生育地の環境特性

水位変動による撹乱の程度が異なる 2力所の生育地において、タコノアシの生育状態

を調査した。

aその結果、個体の成長量と種子生産量は、撹舌Lの影響が大きい柏尾川金井遊水地のほ

うが、撹乱の影響が小さい横浜自然観察の森よりも高かった。

タコノアシの冠部の相対光量子密度の年平均値は、柏尾川金井遊水地が 50.1%である

のに対して、横浜自然観察の森は 37.9%と低い値を示したことから、横浜自然観察の森

では、タコノアシは競合種によって被陰されていることがわかる （図1）。 チガヤの常在

度と被度が、横浜自然観察の森では高く、地表部の相対光量子密度の年平均値は 12.8% 

と低いため、新たな種の進入が起こりにくい。 2003年の総出現種数は 15種で2003年の

総出現種数は 14種である。出現種数は年聞を通じて大きな変動はない。2003年と 2004

年に共通して出現した種の割合は 82.7%であり、多年生植物が出現種数に占める割合が

高いことから植生は主として多年生植物の栄養繁殖によって成立していると考えられる

（図2）。降雨によって水位が変動するが撹乱が小さく植生が変化しにくい環境である。

1東京農工大学大学院
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柏尾川金井遊水地の出現種の優占度は、タコノアシ、ヒメガマ、ミゾソパの順に高い。

2004年の柏尾川金井遊水地の総出現種数は、2003年が25種、2004年が20種である。2003

年 6月に台風による増水で撹乱が生じ、調査区内の植被率と植物高が低下し、地表部の

相対光量子密度が上昇した。そこへ新たに種が進入し出現種数が増加した（図3）。柏尾

川金井遊水地のでは2003年と 2004年に共通して出現した種の割合は35.5%であること

から、撹乱による埋土種子集団からの発芽や増水によって土砂とともに流入した種子か

らの新たな種の進入が高い確率で起こっていると考えられる。タコノアシの冠部の平均

相対光量子密度は50.1%であり、地表部の相対光量子密度の平均値は17.4%である。地

表部の測定値は水位変動時の撹乱や、競合種の季節消長によって 10～30%の区間で変動

している（図1）。

水位変動による撹乱の程度が異なる2力所の生育地におけるタコノアシの生育状態の

違いは、水位変動による撹乱がもたらす植生や光環境の変化によるものであると考えら

れる。

謝辞

本研究を行うにあたり、横浜自然観察の森の藤田様、職員の皆様方に大変お世話になり

ました。篤〈御礼申し上げます。ありがとうございました。

要約

水位変動による撹乱の程度が異なる2力所の生育地におけるタコノアシの生育状態の違

いは、水位変動による撹乱がもたらす植生や光環境の変化によるものであることが分かっ

た。タコノアシは水位変動に伴う植生破壊や、水位低下による裸地の出現などの撹乱に適

応して生育する撹乱依存種であることがわかる。水位変動による撹乱の少ない横浜自然観

察の森では、植生が安定することによって、多種との競合関係に負けて被陰される傾向に

あった。水位変動による撹乱は、直接的にはタコノアシの成長を抑制する作用を持つ。し

かし、生育場所の光環境の改善や、実生のセーフサイトの形成などの効果をもたらすこと

から、個体群を維持していく上で重要な環境要因であると考えられる。タコノアシはこの

ような水位変動に伴う撹乱によって環境が変動する場所において、衰退と繁栄のサイクル

をたどりながら生育していると考えられる。

21 



一＋－kanai沼郡．

一 都』yokohama冠部

一世－ kanai地表

→←－yok。hama地表

100 

90 

80 

70 

n
u
n
u
 

au

’Rd
 

10 

。

相
対
光
量
子
密
度
｛
軸
｝

＊エラーパーは11・準偏釜を示す

30 

回一年草（冬型）

ロ一年草（夏型｝

口一年草（水温組物）

国多年草｛小型地上植物｝

図書年草（半地中植物）

国多年単（地中組物1

・多年草（水温継物｝

20 

10 

曙
恒
数

（
措
悟
）

ko•• ; y。k。h・ma
間査区

図2 各飼査地の出現糧の休眠型の割合（2003年）

－－＋ー－kanai

---l:l-y。kohama

一

h
針
川一一
…

一一
げす
｜
由

一
7

「
I
I
I－
し
い
日
｜
｜
「
｜」

5

団
恒
敏

（
程

）

"(2004年）(2003年）

〆

図3 各調査地月~I 平均種数

ホエラーパーは標拳偏差を示す

22 



横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

林管理のチョウ類および鳥類への影響

－管理前の現況調査一

藤田薫1

はじめに

横浜自然観察の森では， 2002年度より，生物多様性の保全のためのゾーニンク＼管理

計画等の保全計画を，市民と共に作成中である（藤田 2001,2002) .計画が実施段階とな

り，管理の手が入るようになった後には，計画の効果， 影響をモニタリングする必要が

ある．そこで，管理予定地および対照区となる遷移ゾーンにおいて、チョウ類および鳥

類の現況調査を行った。この調査をもとに、将来は、林を管理することによる、チョウ

類および鳥類への影響・効果をモニタリングすることができる。また、市民ボランティ

アがモニタリングできる調査手法を探ることも、当調査の目的とした。

調査方法

チョウ類調査は2004年7月18日、 21日、 8月22日、 24日に、 鳥類の調査は

2005年2月20日、 27日におこなった。調査地は、コナラの林、タンポポの道、

生態圏、ヘイケボタルの湿地周辺の管理予定地および対照区に （表 1）、チョウ類

は9コース（図1）、鳥類調査は7コース（図2）の調査コースを設置した。 こ

のうち、コすラの道AとBのコースは遷移させるゾーン、クヌギの林コースは管

理している雑木林の対照区として調査を行った。

雑木林管理ゾーン（藤田2002）にある管理予定地を通るコースを時速2kmで歩

きながら、道の両側で確認したチョウ類および鳥類の種類と個体数を記録した。

1日に閉じコースを2回歩き、集計にあたっては、その日出現したそれぞれの種

について、 2回のうち、多い個体数が観察できたデータを採用した。同一コース

の個体数のモニタリングを今後行う際には、個体数実数のみで比較は可能だが、

他のコースとの比較を行うため、今回は、 1kmあたりの個体数も求めた。

チョウ類は夏の晴れた日の正午から 1時間の聞に、 道の片側5mずつ、両側10

mの範囲内！こ出現した個体について記録した。調査中歩きながらでは同定で

きなかった個体の多い分類群については「シジミチョウ科」「ジャノメチョウ科」

「セセリチョウ科」「タテハチョウ科Jに区分して集計した。それぞれの区分の中

で同定できた種は以下の通り。

シジミチョウ科：ウラギンシジミ、ツバメシジミ、ベニシジミ、ムラサ

キシジミ、ヤマトシジミ、ルリシジミ、

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室 干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
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ジャノメチョウ科：サトキマダラヒカゲ、ヒメウラナミジャノメ、ヒカ

ゲチョウ、ヒメジャノメ

セセリチョウ科：ダイミョウセセリ、チャバネセセリ

タテハチョウ科 ：コミスジ、イチモンジチョウ、ツマグロヒョウモン

鳥類は冬の朝に、道の片側50mずつ、両側100mの範囲内で、姿か声を確認し

た場合に記録した。アカハラかシロハラかツク、ミか、声だけでは種が確認ができ

なかった場合には、「ツグミ sp.」として記録した。同一コースをそれぞれ2日間

調査したため、集計にあたっては、 2日間の平均値を求めた。また、集計にあた

っては、日別の個対数と種数、 1kmあたりの個体数、種数、多様度

(Shannon-Wiener’s Hs）を求めた。

表1..各調査の調査コース

調査コース 長さm 環境 チョウ類調査 鳥類調査

生態園 62.0二次林・常緑樹林 。 。
モンキチョウ広場 87.5草地 。
へイケボタルの湿地 201.0二次林・湿地 。 。
サクラ林 196.5二次林・常緑樹林 。 。
炭小屋 349.0二次林・草地 。 。
アキアカネの丘 76.0草地 。
クヌギの林 125.0管理した二次林 。 。
コナラの道A 500.0二次林 。 。
コナラの道B 221. 5二次林 。 。

調査結果および考察

1 .チョウ類

林縁に多く見られるアゲ、ハチョウ科の種数が最も多く確認できたのは、コナラ

の道Aコースの7月で3種であった（表2、3）。 また、 1kmあたりの個体数は

モンキチョウの広場コースが最も多かった （表3）。

暗い場所を好み、幼虫がイネ科を食草とするジャノメチョウ科は、 1kmあたり

の個体数を見ると、8月のクヌギの林コースに多かった。

チョウ類全体としては、 1kmあたりの個体数を比較すると、クヌギの林コース

で7月80頭、 8月160頭よ、最も多く、コナラの道Aコースで7月14頭、8月

6頭、コナラの道Bコースでは7月9頭、 8月4.5頭と少なかった。

チョウ類は市民にも、大きさや色などで区分けすることで、ある程度の調査が

可能である。チョウ類の出現パターンをより詳しく調べることで、市民がモニタ

リングする際の指標種とすることが可能であると思われる。しかし、今回の調査

では、ボランティアが管理しているクヌギの林に、暗い場所を好むジャノメチヨ
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ウの出現が多く、指標種としての難しさを感じる。しかし、同一場所でのモニタ

リング指標としては使える可能性もあり、今後さらなる調査、解析が必要と思わ

れる。

2. 鳥類

種数が最も多かったのはコナラの道Aの調査コースで13種、次いで、コナラの

道Bコースの11種で、あった（表4、5）。最も少なかったのは生態園コースの4
種、次いでヘイケボタルの湿地コースと炭小屋コースの8種であった。生態園コ

ースでの出現種数が少ないのは、調査コースの長さが62mと、極端に短いためだ

と考えられる。

1 kmあたりの個体数が最も多かったのはクヌギの林コースの 72羽、次いでヘ

イケボタルの湿地コースの62.2羽、最も少なかったのは炭小屋コースの23羽、

次いでコナラの道Bコースの36.1羽であった（表5）。

多様度（Hs）が最も高かったのはコナラの道Bコースの 1.016、次いでコナラ

の道Aコースの 0.984であった。多様度が最も低いのは生態圏コースの 0.540、

次いでヘイケボタルの湿地の0.680であった。

以上のことから、冬期、コナラの道は、鳥類の密度は低いが種数が多く、多様

度も高いことがわかった。また、自然観察センタ一周辺のヘイケボタルの湿地や

生態園は、鳥類の種数は少なく多様度も低い、現在友の会ボランティアによって

林の管理がされているクヌギの林では、鳥類の密度は高いが多様度は低いことが

わかった。

今後、繁殖期の鳥類についても、管理後にモニタリングできるよう、管理前の

現状を調査しておく必要がある。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

横浜自然観察の森におけるヤマアカガエルの卵塊数（2002-2004) 1 

松田久司2

はじめに

カエル類は生息環境として，産卵から幼生期間に水辺が，変態上陸してからは水辺周辺

の草地や樹林地が，必要である．また食物連鎖から見ると，幼生は泥中の有機物などを食

し，成体は多種多様な昆虫などを捕食するが，幼生と成体とともに，高次の捕食者の重要

な食物資源となっている．一方，アカガエル類の卵塊は，産卵後しばらくはまとまった形

を保っているため，比較的容易に計測でき，繁殖に参加した雌が， 1繁殖期に1つの卵塊を

産むことから，成熟雌数に近い値が得られると言われている．このためアカガエル類の卵

塊数を調べることは，谷戸環境の自然度を計るよい指標になりうると思われるが，大都市

の周縁部などでは，すでに個体数が減少している．横浜市域では，ヤマアカガエルは現ー在

10数ヶ所しか生息地は残されておらず（大津・勝野 1998，佐藤 1998），そのうち最も生息

数が多いのが円海山周辺緑地である．円海山周辺緑地におけるヤマアカガエルの卵塊数の

調査が，大津（2000）によって， 1998年から2000年に渡って行われており，主要な繁殖場所

は，瀬上谷戸および横浜自然観察の森に二極化されており，横浜自然観察の森が， 1998年：

324卵塊， 1999年： 529卵塊＇ 2000年： 5↑3卵塊ともっとも多いと報告している．しかし一

時的な環境悪化が局地的な個体群の消失につながる場合もあり，各地域ごとに生息状況の

変動を把握する必要性が指摘されている．本調査では，その後の卵塊数の変化を明らかに

するために， 2002年から2004年にかけて，横浜自然観察の森内のヤマアカガエルの卵塊数

調査を行った．

調査場所と調査方法

調査地である横浜自然観察の森は，神奈川県南東部， 横浜市の南端に位置する面積は

45.3haで，三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高50・

～150mである（藤田 2003）.圏内には，谷をせき止めて作った池やゲンジボタルやへイケポ

タルのための湿地や水たまりなど 大小さまざまな水辺が点在しているが，アカガエル類

の産卵に適した浅い水辺を調査場所とし，生態園の池，ヘイケボタルの湿地，ミズスマシ

の池，ゲンジポタルの谷，水鳥の池2と3, トンボ池，アキアカネの丘の水たまりを対象

とした．なおトンボ池は5個の小さな池に分かれているが，極めて近慢しているため， 1っ
としてまとめた．調査方法としては，1月末から．週1回調査場所を巡回して卵塊数を計数

した．なお4月に入って2週続けて新たな卵塊が計数されなかった時点で調査を終了した．

1~虫両棲類学会報第 2004 巻 2号 p. 123-127より許可を受け転載（図の目盛を一部修正）

2日本野鳥の会サンクチュアリ室 247-0013 横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森

30 



卵塊がニホンアカガエルのものかヤマアカガエルのものかの識別は，卵塊を持った際の

ぬめりの残り方や弾力性によって判断できると言われており，調査中にニホンアカガエル

の卵塊は観察できなかった．卵塊は産卵後しばらくはまとまった形を保っているが，ヤマ

アカガエルは先に産みつけられた卵塊の近くに重ねて産卵することがあるため，重なって

いる場合は，水面への盛り上がりの部分を中心と，卵が直線的に並んでいる部分を境界線

としてとらえ，それぞれ別の卵塊と判断し計数した．また産卵場所と卵塊数を略図におと

し，次の調査する際に重複しないよう考慮した．調査実施日は以下のとおりである．

2002, I. 30, JI. 5, JI. 12, JI. 19, JI. 26, m. 5, m. 11, m. l・B. m. 25, IV. 1, IV. 8, IV.15, 

2003. I .20. I .27. JI.3. JI.10. JI.17. JI.26. m.3. m.10. m.17, m.22. m.27. m.30, 

IV. 3, IV. 10, IV. 17, IV. 26, 

2004. I. 29, JI. 5. JI. 12. JI. 19. JI. 26. m. 4. m. 11. m. 18, m. 25. IV. 1. IV. 8. IV. 15 

結果と考察

各年の総卵塊数は， 2002年： 189卵塊，2003年： 174卵塊， 2004年： 166卵塊であり，

平均は 176卵塊であった．各調査場所での卵塊数を表1に示す．これは，大津（2000）に

よる 1998年から 2000年の調査で計数された平均卵塊数455の38%に過ぎない．こうした

大幅な産卵数の減少には，以下の3つの可能性が考えられる．

①一般に両生類は年による個体数の変動が大きいと言われており，単純な年変動．

②重ねて産卵してあった卵塊の推・定値における大津（2000）と本調査の差．

③捕食者の影響の場合

①については，今後の継続調査を待たなければならない．②については，調査者間で生じ

る若干の誤差は否めない．しかし調査地内で最も多かったへイケポタルの湿地でも 2004

年に86卵塊であり，本調査の推定値に大幅な誤差が生じるとは考えにくい．③については，

調査のために調査地を歩いているときに，ヘイケの湿地において，霜の降りた木道にアラ

イグマの足跡が多数ある日があった．観察センターに常駐する職員や市民が提供した生き

もの情報データーベースによると 1996年以前には，アライグマの目撃例は無かった．また，

アライグマによる捕食とは断定できなかったが，アズマヒキガエルが捕食された痕跡を，

2004年3月10日に生態園で 1例， 3月25日に水鳥の池2付近で3例， トンボ池付近で 1

例観察した．直接的には観察していないが，ヤマアカガエルも捕食されている可能性があ

ると考えられる．今後，継続した調査が必要であろう．

調査日ごとの集計によると， 2004年は2月の中旬に産卵が集中して行われているが， 2002

年と 2003年には産卵の集中は見られなかった．各調査日の日別集計とその累計を，それぞ

れ図1から 3に示す．気象庁横浜地方気象台の気象月報の最低気温と降水量によると，

2002年1月21日に53.5rrm, 27日に32.5rrm,2003年1月27日に55.5rrmのまとまった降水

量が記録されており，最低気温が5°Cを超える日が少ないため，降雨のたびに少しずつ産卵

が行われたと思われる 2002年の2月26日に産卵数が観察されてないが，前回の調査日か
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ら降水が記録されてない.2003年の2月26日に産卵数の減少が見られるが，前回の調査日

から降水量と最低気温が＇ 18日に2.5rrmと3.0°C, 20日に0.5nmと2.8°C, 24日に5.5nm 

と1.8°Cで，少しの降雨があっても最低気温が低いためと思われる.2004年の 2月2日に

18.0rrinの降水量があったが最低気温が3.8℃であり，その後降水がなく最低気温も5°Cを超

える日が1日しかなかった.2月22日に降水量が6.0nmと少なかったが，最低気温が12.4°C 

となり，ここに産卵が集中したと思われる．

まとまった降雨がある時は，最低気温が低くてもまとまった降雨のたびに，産卵が行わ

れ，まとまった降雨がない時は，少ない降雨であっても最低気温が高い日に産卵が行われ

ると思われる．

大津（2003）によれば，保全緑地のネットワークにおける分布拡大を図るには，「約 500m

間隔での産卵場所の確保Jを1つの指標とすることができるとある．調査地である横浜自

然観察の森は，一番北の水鳥の池2と中央部であるゲンジの谷との聞が直線距離で約 430

m，ゲンジの谷と一番南の生態園の池との間も直線距離で約430mであり，この条件をみた

した水辺が配置されており，横浜自然観察の森の観察センターの業務としてやボランテイ

アの活動によって，維持管理されている．円海山緑地におけるもう 1つの主要な繁殖場所

’である瀬上谷戸は，横浜市栄区役所によって．「蛍の里さかえ事業Jの一環としで，瀬上市

民の森で トンボ類やへイケボタルの定着をねらってトンボ池復元を行っているが，先行し

て作成された沈砂池でヤマアカガエルのオタマジャクシを観察しており，このような取り

組みは，ヤマアカガエルの繁殖場所としても，有効と思われる

謝辞

．調査にあたって横浜自然観察の森の観察センターの藤田窯氏には，いろいろ便宜をはか

つていただいた．また慶応大学の生物学教室の福山欣司氏には，本論文作成にあたり，多

くのご指導をいただいた．これらの方々に感謝の意を表したい．
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

保全計画 IV

－市民と考える管理計画策定の試み－

岡本裕子1・藤田 薫1

はじめに

横浜自然観察の森で、は、 2000年度より、調査、市民からの意見収集、横浜自然

観察の森友の会（以下、「友の会jとする）と共にゾーニング・・管理計画を策定す

る検討委員会「いきもののにぎわいのある森づくりを考える会」（以下「考える会J

とする）を開催し、また、人材育成プログラムの実施、展示やパンフレットによ

る普及活動等を通じ、生物多椋性保全の森づくりを進めてきた（藤田 2002）。

雑木林管理ゾーン（藤田 2002）の管理計画策定については、計画案を2003年

度にレンジャーから友の会に向けて「考える会＜第5回＞Jで提案し、 2004年度

に「考える会」で検討を進めた0・検討の進め方について報告する。

1 .管理計画策定のための検討の経緯

「いきもののにぎわいのある森づくり」に向けて、 2004年度は1年間を通して

「雑木林管理ゾーンJの管理計画を「いきもののにぎわいのある森づくりを考え

る会」を、友の会会員と連続行事「森のレンジャー体験Jの参加者を対照に6回

開催し、検討・策定を行った。

く第6回＞

実施日： 2004年5月15日 15:00-17:00 

参加者 ：38名

概要：管理予定地の現状・イメージを共有できるよう、フィールドを歩いて地

形や植生、そこに暮らす生物を観察した。

く第7回＞

実施日： 2004年7月19日 15 : 00 -17 : 00 

参加者： 15名

概要：観察結果を基にした管理計画案をレンジャーより発表した。管理の全体

方針を確認し、現在の植生・目標植生を地図上で比較した。また、友の会野

草プロジェクトから、保護している植物の分布地図を発表してもらった。

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室 干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
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く第8回＞

実施日： 2904年9月18日 15 : 00-17 : 00 
参加者： 9名

概要：第7回にレンジャーから提案した、「雑木林管理ゾーンの管理計画案」

への意見を交換した。友の会雑木林ファンクラブと松田氏から意見・提案文

を発表してもらい、「目標植生Jを決定した。

＜第9回＞

実施日： 2004年10月16日 15:00～17:00 
参加者： 11名

概要：「いきもののための管理について考えようJをテーマに「生態工学」の

輪読を行い、今後管理計画の詳細を決めていく上での情報を得た。また、都

立桜ヶE公園の活動記録を配布し、 12月の見学会のための資料とした。

＜見学会＞
実施日： 2004年12月18日

参加者： 23名

概要：都立桜ケ丘公園のボランチィアより、雑木林ボランティアの活動概要・運

営・植生管理計画のたて方について、レクチャーしていただいた。午後から

は、フィールド案内と併せて、実際の作業 （選択的ササ刈り）を見学した。

く第10回＞

実施日 ：2005年1月15日 15:00～17:00 

参加者： 10.名

概要：レンジャーから、雑木林管理ゾーンの保全管理計画の再提案をした。今

まで話し合って決めた、森の役割・全体目標～目標植生の考え方を文章化し

てまとめ、さらに作業の内容と併せて「いきもののために留意する項目」を

明記した。

－く第11回＞

実施日： 2005年3月19日15: 00～17:00 
参加者： 22名

概要： 1月の提案に対しての意見等を取り入れた、雑木林管理ゾーンの

①横浜自然観察の森保全管理計画 （案）

②雑木林管理ゾーンの保全管理計画における考え方のルール

③管理作業とその優先順位

④皆伐更新エリアの手を入れる順番

⑤外来樹木リストと除去の優先順位 を発表した （資料 1）。

この中で、今年度合意に達した事項は、 ①、②、③、⑤である。ただし、
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皆伐更新のエリア区分（エリア数、 1区画あたりの面積）については測量

し、その後、管理作業とその優先順位を検討することとした。

2.横浜市緑政局との調整結果：

上記①ー⑤のうち、①・②・③について了解を得た。

なお、管理作業に入るにあたっては、目的とその意義を一般市民に周知するこ

とにいっそう努めることとした。特に皆伐更新を含めた高木管理で、景観の変化

をイ半うものについては、

・利用者および周辺住民に対する目的周知のために、野外サインなど工夫する

こと

－景観の変化が目立たないよう配慮すること

（皆伐更新の際は目隠しに伐採しない箇所をつくる・外来種を除去する際は

同時に代替種を育成し、ゆるやかに自然植生に移行させる等）

上記項目に留意して行うことで合意した。

また、 ④の皆伐更新エリアの区分けと手を入れる順番については、ボランティ

アが継続して作業できる規模を考慮して検討するものとした。t

3. 2005年度以降予定：

引き続き検討する項目は、管理作業の優先順位と、皆伐更新エリアの手を入れ

る順番であり、 2005年度以降、測量を行った上でエリアを区分し、手を入れる順

番を決定する予定である。

引用文献

藤田 薫 2002，保全計画作成｜｜ー市民と考えるゾーニング計画の試みー，横浜自然観察

の森調査報告8: 27-34. 
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資料1. 横浜自然観察の森保全管理計画〔案）

2005年3月11日横浜自然観察の森岡本裕子

( 1)横浜自然観察の森の評価とその役割

横浜自然観察の森は、神奈川県内で2番目・横浜市内で最大の大規模緑地「円海山

緑地Jの一角であり、約45h aの広さを持つ。円海山緑地は、 5つの川 （いたち川・

大岡川・宮川・侍従川・滑）11)の遮注量である。また、この地域は照葉樹林の北限域

で、ヤマザクラやミズキを中心とした落葉広葉樹林の中にスダジイやタブなどの常緑

広葉樹が残存する。

圏内は、草地・湿地・水辺・林縁・林（照葉樹林への遷移途中にあるヤブや低木の

ある林、手入れのされた雑木林）と変化に富み、そこにはノウサギ、タヌキ、フクロ

ウ、ウグイス、カワセミ、バッタ類、キリギリス類、ホタル類、トンボ類など愛盤主

主主主企（晴乳類16種・鳥類140種・両生類8種・胞虫類14種・魚類8種・植物731

種・昆虫2309種）が生息する。

横浜自然観察の森の設置目的は、市民が様々な生きものと触れ合える場を提供する

ことであり、現在年間約40000人の来園者がセンターを訪れている。

役割）

・大規模緑地でなければ生息できない生きものがすむことができる。

・多様な生きものが生息していることから、周辺の小さな緑地への種の供給源となる。

．市民に棟々な生きものと触れ合いの場を提供する。

(2）全体の目標

いきもののにぎわいのある森（生物多様性の保全された森）を目指す。

※「いきもののにぎわいのある森Jとは、もともとこの地域に生息している多様な生き

物が暮らし（生物多様性が高い）それらがお互いにつながりあって生きてゆく（生物

問相互作用）ための環境が保全された森を示す。

(3）ゾーニングの方針

上記全体目標に基づき、圏内を3つにゾーン分けを行った。

1 .様々な環境の雑木林を緑地の周辺に配置する。→｜雑木林管理ゾーン｜

2. 中央は照葉樹林にしてゆく。 →｜遷移ゾーン｜

3.林縁植物の生育する場所を確保する。 →｜林縁ゾーン｜

('3）ー 1. 雑木林管理ゾーンの保全管理計画における全体方針

【雑木林管理ゾーンの目標】 様々な環境の雑木林を配置する。

【雑木林管理ゾーン保全管理の基本方針】

①生き物に配慮する

②自然植生を大切にする

③様々な種類 ・成長段階の樹木が生育する雑木林を目指す

④希少な草本植物を保護する

⑤環境教育的価値を高める
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雑木林管理ゾーンの保全管理計画における、考え方のルール

2005年3月15日岡本裕子

1 ）【目標植生の基本的な考え方】

雑木林管理ゾーン（2次林で遷移を止めるゾーン）の目標は、遷移ゾーンと併せて、

いきもののにぎわいのある（生物多様性の保全された）森を目指すことである。

そのために、様々な環境の雑木林を配置し、 2次林を好む生きもの （林床植物、チョ

ウなど）が生息することを目標とする。この場合、雑木林とはクヌギ・コナラの薪炭林

のみを示すのではなく、自然植生の落葉広葉樹を主体とした雑木（ざっぽく）林である。

雑木林管理ゾーンの現状植生は、ミズギ・ヤマザクラを主とした落葉広葉樹が多くを

占め、センターから森の家裏手にはスギ・ヒノキの人工林が毘られる。また、雑木林フ

ァンクラブが作業を行っているクヌギ林は、クヌギ・コナラが主体である。

様々な環境を創出するために、様々な種類・成長段階の樹木が生育するよう管理を行

ってゆく。そのためには、管理の時期をずらす（ローテーションで皆伐）・管理方法を一

律化しない（低木・草本・落葉落枝の扱い）など留意する必要がある。留意点は項目3)

に示す。

なお、外来樹・人工林については、徐々に自然植生に変えてゆく方向で検討する。

2）【管理作業の概要とその根拠】

d滞 々な成長段階の林とするために、管理区を15区に区分けし （1区画約1,500 ni）、口一
テーションで高木の皆伐更新を行う。更新期間は15年 1サイクルを基準とする。

別紙に皆伐更新を行う区画の地図及び手をいれる順を示す。

②アズマネザサ・アオキ・ウツギなど特定種が占有しているところは、単一植生になりがち

であるため、繁茂が著しい場合は除去作業（遷移促進管理）を行う。→※注：管理作業の

留意点参照

③もともとこの地域に生息している多様な生きもの同士のつながりあいを保つため、外来樹

木を除去し、自然植生に変えてゆく。除去の対象となる外来樹木は、園芸品種ほか圏内の

植栽木全般を含む。その際、代替の種が必要であれば、遺伝子汚染を防ぐため円海山の在

来樹木の種・実生もしくは山採りした苗木を使用する。周辺緑地外からの苗木の持ち込み

（採集・購入等）は、圏内にある樹種であったとしても、行わない。現存の外来樹木は根

絶することが望ましいが、実際には優先度の高い・（タネを飛ばす等） )I慎のリストを参照の

うえ、管理作業を行うものとする。

④人工林を自然植生に変える

本来の植生を大切にするため、センターから森の家裏手のスギ・ヒノキ林をゆるやかに自

然植生に移行させ、落葉広葉樹に常緑が混じる多種混交林を目指す。
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3）【管理作業を行う上での留意点】

生きもののための保全管理計画立案のための必要事項を整理し、以下留意事項とする（雑

木林管理ゾーン全エリア共通）。また、植生や生息する生きものの状態に応じて、随時補足・

改編されるものとする。

【草本・低木の管理】

口1.希少植物の保護のため、以下の作業を行う。

ロ下草刈り・ササ刈り前に、野草の調査を行う。

口特に作業地に希少植物がある場合は、事前に場所を確認し、選択的除草を行う。

口除草後に新たに出てきた野草の記録写真をとり、種名を確認する。

口2. 占有している低木（ササ、アオキ、ウツギ）以外の低木は残すの

口3.ササ、アオキを刈る場合も、生きものの隠れ場所になるヤブを残す箇所をつくる。

ヤブは濃くなりすぎると生きものが棲みにくくなるので、数年ごとに場所を変える。

口4.水辺の周辺のヤブは、生きものが水場を利用する際の隠れ場所として刈らずに残す。

口5.林縁部（ツル植物、マント群落）を利用する生きもの（カメムシなど）のために保

存する。

【主木（高木）の管理】

口6.枯れ木・倒木を利用する生きもの（コゲラ、クワガタムシ）のために残す箇所をつ

くる。

口7.切った木は基本的には現地に積んでおく。持ち出す場合は事前に計画書へ記入のう

え相談。

口8.大径木は残しておく。

口9.大木の周辺のヤブは刈り残しておく。

【落葉落枝の管理】

口10.蓬茎差益の取り扱いについては、管理区ごとに除去する年を変える。

4）【エリアごとの作業計画】

計画をたてる際は、人間の美的感覚のみにとらわれた管理ではなく、そこに生息する生物の

ハピタットをどのように確保するかが重要である。

1～10までの留意項目を踏まえた作業をそれぞれの場所で円滑に行うために、計画をたて、

連絡・報告を行う。

※一連の過程については、検討中n

STEP 1.作業予定地の希望はセンターに報告する。

STEP 2.作業計画をたてる

STEP 3.作業の実施

STEP4.実施結果の報告

※作業前・後にモニタリング調査を行い、評価する。（詳細 6) 
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5）管理作業と優先順位（別紙表を参照）

2005年度着手する項目案として示す。

J 1 .優先度A-1 特定種が占有しているエリア｜

作業項目）

ロ占有しているアズマネザサの除去

口占有しているアオキの除去

口占有しているウツギの除去

【作業概要】

〔場所：エリア① ヘイケ湿地手前〕

〔場所；エリア①へイケ湿地下部〕

〔場所：エリア① ヘイケ湿地～シラン手前〕

①エリア内を調査し、刈る部分・メljり残す部分をゾーニングする。（調査）

※作業前に、エリア内に希少種が無いか要確認。ある場合は場所を確認し、回っておく。

②刈るゾーンの占有種を除去する。（管理）

※基本的に手作業で行うものとする。

③管理の役割・ 意義を利用者に周知する。（教育）

③除去後に出てきた野草を写真に撮り、同定する。（調査）

J2.優先度A 高木管理（皆伐更新）前の林床整備｜

作業項目）

ロアズマネザサ・アオキの除去 〔場所：エリア②～④〕

【作業概要】前述①～④と同様に行う。

J3.優先度A 外来種管理後の代替種育成｜

作業項目）

ロソメイヨシノの代替種となるヤマザクラ ・オオシマザクラの実生苗育成

J4.優先度A 外来種の除去｜

作業項目）

ロリスト参照し、優先度の高い外来樹木（実生含める）を除去するa 〔場所 ：全エリア〕

Js.優先度B 高木管理（人工林管理）前の林床整備｜
作業項目）

1.アズマネザサ ・アオキの除去 〔場所：エリア⑤～⑥ 炭小屋裏斜面〕

【作業概要】前述①～④と同様に行う。

※項目内に、個人 ・PJで希望の作業があれば、センターに申し出た上で調整を行う。

6）管理計画の評価と見直し

本計画は、管理前後のモニタリング調査を行うことで随時見直され、軌道修正されるものと

する。・・・・具体的なシステムは 4）で検討中

管理作業の評価にあたり、林が立派に成長した ・林の中がすっきりしたというだけでは十分

でなく、手入れをした結果その場所の自然が豊かになったかどうかを判断材料とする。
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特に優先約に
除去するもの
1トウネズミモチ
2ネズミモチ
3グミ類

ダイオウグミ

アキグミ
ナツグミ

4 シャリンパイ

優先度の高いもの

ヒイラギナンァン
・トペラ
－ピラカンサ
モッコク
－オニグルミ
クスノキ
シュロ
コムラサキ
ビヨウヤナギ
ユキヤナギ

その他

シフカシ
ヤマモモ
ソメイヨシノ
ニシキギ
ハマヒサカキ
イイギリ
カキノキ

（調査報告2003年度より）

付録：データ集6 植栽木リスト
1 .林 ・生垣・並木等1箇所に多数植えられているもの

11アカマツ
21アキニレ
31アジサイ
41アラカシ
51イイギリ
61':tォパグミ
71オオパヤシャブシ
81オオムラサキ
91オオヤマザクラ
101オカメザサ
111ガクアジサイ
121カスミザクラ
13カラタチ
14キンカン
151キンモクセイ
161クスノキ
171クヌギ
181クロマツ
191コナラ
201サザンカ
211サツキ
221サトザクラ
231サンゴジュ
241シャリン，tイ
251シラカシ
261スギ．
271ソメイヨシノ
281ダイオウグミ
291予ヤノキ
301ツツジ園芸種
311ツバキ
321ドウダンツツジ
331トウネズミモチ
341トペラ
351ナワシログミ
361ニシキギ
371ネズミモチ
381ハナゾノックパネウツギ
391ハマヒサカキ
401ハリエンジユ
411ヒイラギ
421ヒイラギナンテン
431ビヨウヤナギ
441ぺニガク
451マjレI~ハギ
461ミズキ
471ミヤコザサ
481ムクゲ
491ムペ
501メタセコイア
51 Iモウソウチク
521ヤヱヤマブキ
531ヤマモモ
541ユキヤナギ
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常緑 高木 結実確認
落葉 高木 結宴確言f
～半常緑 低木 結実確E



2. 

11アキグミ
21アカシデ
31アンズ
41イチョウ
51イヌコリヤナギ
61ウメ
71ウメモドキ
81ウンリュウヤナギ
91エンジュ
101オオデマリ

121カキノキ
131カクレミノ
141クロガネモチ
151ケヤキ
161ケヤマハンノキ
171ケンポナシ
181コブシ
191コマユミ
201シュロ
211シラキ
221スダジイ
231タチバナモドキ
241タニウツギ
251ツブラジイ
261ナツグミ
271ナンテン
281ノリウツギ
291ハコネウツギ
301ハナミズキ
311ピワ
321フリソデヤナギ
331ベニバナトチノキ
341ホソパイヌピワ
351マテパシイ
361マンリョウ
371ミズナラ
381ミヤギノハギ
391ミヤマガマズミ
401モッコク
411モモ
421ヤマツツジ
431ヤマハギ
441ヤマボウシ
45l 1Jョウブ

3.植栽された記録はあるが，現在確認されないもの
｜ 種名 常緑 ・落葉 高木・低木 結実の有無

1.2 .. ? ...……・…・・・・・・・………M・M・－…・……・…落議…・・・…… 焼・＊・
全党￥＇.＇？.： ：：：......…...・a・........……........……．． 落葉M・M・………...!.I；、飯森”
之主”~l点ぷ＿？..烹；~：！Lざ：2・…………・・・薄葉山甲...............・－－・…..2.ゑ……・…－
f芝プM・M・－…・………・……・…・ ……賞緑 …・ ．高2住
者：ι長ヤ士ギ…．． ．．．． ．．．．蕩来 高木．”
ヨd乙ガマズミ 落葉 ….. ~.本............
lヨ会支史1:・…一一一……・………議議問一……・・……館諜.........
セイヨクlfチ.！... :'!: .. ・………．落薫・・・・・………Z草案…・・・・・・……
金受：．ヤ士ギ ……・……………………薄茶…….....~.低t.t.:::::/1~高本.......…
｜枇 ： ： ：：： ： ：ヤ： J思案マダケ
ムヨ．烹主任之P:1.......……・・・・・・・・…．．．．．．．”；議議．．．”・......・－…・・・・・…．鰐，;t.：：・…
リュウキュウハゼ 落葉 高木
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

保全計画V.市民と考えるゾーニング計画の試み
一市民のニーズ・その2ー

藤田薫1

はじめに

2002年度に行った展示による市民からの意見募集（藤田 2003）をさらに進め、横浜自然

観察の森の将来像、ゾーニング、管理計画を策定するために、横浜自然観察の森に対する、

市民のニーズ、意見を把握するための展示を作成した。 2004年度の展示では、市民同士が

意見交換を行えるよう工夫した。この結果得られた市民のニーズと、意見交換の例につい

て報告する。

調査方法

意見募集期間： 2003年2月日2005年3月31日

自然観察センター内に、観察の森の目的、概要、樹林地の3つのタイプ（照葉樹林、複

雑な構造の林、手入れした林｝とその目的である「いきもののにぎわいJ、ゾーニング案の

提案と説明を添えた、「10 0年後の森 どうなってほしい？Jという展示を設置した。こ

の展示に、 3種類の異なった色のポストイットに意見を書き込んで、貼り出してもらった

（写真1）。 3種類の色は、それぞれ異なった意見、その意見が1)人のため森にどうなっ

てほしいか、 2）生き物のため森にどうなってほしいか、 3）張り出しである意見への反

対意見、に区別できるよう、それぞれ！と対応する色とした。

集計にあたっては、 集まった意見を、

1 ) .現状維持もしくは自然度をさらにアップさせた方が良い

2）人の利用のために整備した方が良い

3）その他

調査結果

の3つに分けて集計した。

この期間に集まった意見は総数424件であった。また、観察の森での感想・思い出も 126

件寄せられた。

観察の森への意見は、以下のようであった。

1 ）現榔酎寺もしくは自然凌をさらにアップさせた方が良い：356件（84.0%) 

2）人の利用のために整備した方が良い： 22件（5.2%) 

3）その他： 46件（10.8%) 

l 日本野鳥の会サンクチユアリ室 干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜由然観察の森
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以上の集計結果から、観察の森は、人の利用しやすいように整備されるよりも、自然度

の高い、生物のたくさんいる森であってほしい、というニーズが高いことがわかった。こ

れは、別の形で意見収集した、 2002年度調査報告の市民のニーズ調査の結果と同棟であっ

た。

今回の展示の特徴として、来館者が貼った意見を見て、それに対して別の来館者が意見

を言うことができる。そのため、展示の中で討論が行われている部分があった。「その他J

に含まれた意見の多くは、このような、討論の意見であることが多かった（表1）。

感想・思い出は、生物に関すること（例： 00がかわいかった、 00が見たかった、な

ど）が59件、「楽しかったJが30件、森や自然に関すること（例：きれいな森と林だった、

など）が21件、展示に関すること（例： 00がおもしおろかった、など）が8件であった

（複数回答あり）。施設・設備に関しては、「トイレをきれいにしてほしいJ1件、反対に

「トイレはきれいだったJ2件、「センターがきれいJ 1件、「売店がほしいJ1件であっ

た。

寄せられた意見は多いため、今後さらに詳しく解析していき、管理計画策定や展示など

普及に盛り込んでいく材料と したい。

引用文献

藤田 薫 2003，保全計画作成 11ト市民のニーズ・その 1－，横浜自然観察の森調査報告9:

11-12. 

写真1.意見収集型展示
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表 1.展示上での市民意見交換例
アスレチックについて

アスレチックをつくる

はんたい

「ギャー」やめて

アスレチックをつくると生物がへる

アスレチックをつく ったら生物のすみかがなくなる

外来樹

外来種は刈る

そのほうがいい

街路樹も並木道の樹も公園の樹にも外来種がある。全部切るのは反対
自然観察の森だから』そなるべ〈自然林に近い植生を作るべきだと思う（「自然公
園Jと称する公園も同じだと思う）都市公園や住宅街の並木と自然観察の森を同列に
’考えるべきではない。だかけら外ど来）樹来は（大変ですが）刈るのに賛成。外来草本もそう
（木や草にはかわいそうだ た人にこれがわかってもらえる森になってほし

木を増やすことについて

もっと木をふやしてはどうですか

「木を増やす、木を増やすJってみんな買とうけれど、木なを増？；やすにもお金が必要なん
ですm そういうこと言うんだったら基金か節約とかし い肉口先だけでなく i行動
増加させるといういうことは工事をするということになります。 工事なんて行ったら
生物が静かに暮らせなくなりますよね。反対です。 ， 

怒ってもどっしょっもないでしょっ、そんなことするく bいだったb自分かてら縁安心を摺し
｜アや草すはAサたらきをしたらどうです。工事代もかかるし、工事したら生物が驚い

など主ELJさす

増やす増やしたいと思うなら先ずどうすればいいのかを意見としてまとめる

人工林をはやすと元々あった木が負けてしまうのよ

何かんがえてるんだ、自然の森がそこらいっぱいじゃないか、人工のものは不要

道にのびてきた木々を切らずに自然にはやし、自然にできる道を待つ。必ずできる
自然のサイクルでは鳥が木の実を食べてタネをフンと一緒に出して、そこから芽が出
で太にな勺γ 自然の主主主主下太I士描；；｛：：主す

木をあまりきらない方がいい

生態系のバランスが保っていることがいいろ思う

ゴミについて

ゴミを捨てないようにしよう
ゴミを捨てない方がいいと思うと言う意見に賛成です。そのほうが自然にやさしいと
思います
ごみを捨てないと思うのはあたりまえじゃないの

ゴミ箱をつくる？

つくると処理する人が必要でしょ。だから自分で始末しましょうね

これに賛成

100年後の森はポイ捨てがなくなってほしいです。小学校でも秋の山あるきなどの自然
とふれあう事があるから、ポイ捨てはやめてほしい内
ゴミを森に捨てないで持って帰って、ゴミが増えると森がこわれる

虫はいらない

むしはいなくなれ

虫はすべて消えろ

虫をころすな

虫と鳥、動物をぜったいにころすな

生き物でも植物でもいのちはあります。ころしたりするのはいけないことです。

かわいそうな植物をとるなんでかわいそうです
生き物や植物を」ろしたりする、という人に対して私は反対です。 」ういう私もじっ
はアリとクモが嫌い
虫がきらいな人はどうすんの

虫が嫌いな人は無理にこなくていいんじゃないですか？でも虫を増やすって方も地域
の生態系をこわす気が白
たいていの虫は姿とがを気持ち悪いといって嫌嫌わ弓れます。でもそれはそう思う人のへんけ
んです。悪いこ しないのに盗事みて のは差別です
虫が嫌いな人は．． ．とか言っていますが、人が嫌いな虫だっているのじゃないです
か。そう考えれば虫だって住みやすい場所がほしいでしょう
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巣箱利用状況

藤田薫（日本野鳥の会サンクチユアリ室）まとめ・篠原由紀子 （横浜自然観察の森友の会）

聞査場所 カシの森，コナラの道，クヌギの林．自然観察センター～ミズキ5

間査日 2004年4月～6月

間査開始 1991年 ・ 次年度継続

I I聞査目的

川 環境変化の指標として，巣箱を利用する鳥類の繁殖密度をモニタリングする．

聞査方法

週に 1回、巣箱の中を確認し、利用している鳥種と巣のできあがり状況、卵数、ヒナ
数を記録した。巣箱は、自然観察センタ一周辺～ミズキ5に14個、コナラの道6～1Hこ
24個、カシの森に9個、クヌギの林に4個、合計51個設置した。

巣箱は、カシの森とクヌギの林は利用密度が低いため（藤田他調査報告書1999・
2000) 50m×50mfこ1個、コナラの道は利用密度が高いため50m×50mfこ3個設置した。そ
れ以外の場所は、 50m×50mlこ2個設置した。

集計にあたって、瞬化率は、勝化した巣だけを対象とし、一腹卵数に対するヒナの数
を求めた。繁殖成功率は、産卵した巣数に対する巣立ち成功した巣数を求めた。

間査結果および考察

利用された巣箱は、シジュウカラ8個（2002年35個、 2003年19個、 2002・03年度調査
報告）、ヤマガラ3個（2002年6個、 2003年8個）、繁殖段階の早い時期に失敗または
放棄したために、シジュウカラが利用したのかヤマガラが利用したのかが確認できな
かった巣が12個で、あった（表1、図 1）。シジュウカラ、ヤマガラによる利用は昨年、
一昨年に比べて少なかった。タイワンリスによる利用は4巣であったが、このうちの 1
巣は、シジュウカラが抱卵していた巣の上に巣を作っていた。

瞬化率は、シジュウカラ88.9%、ヤマガラ62.5%であった（表2）。また、繁殖に成
功した巣箱数は、シジュウカラ 1個（2002年21個、 2003年7個）、ヤマガラ2個（2002
年5個、 2003年2個）であり（表 1）、昨年と比べて、ヤマガラは同数であるが、シ
ジュウカラは少なかった。繁殖成功率も、シジュウカラは今年12.5%、2003年36.8%、
2002年60%と、年々減少していた。1991～1996年までの6年分をまとめた結果では約
50%であり（藤田 1997）、今年は昨年に引き続き低かった。ヤマガラが利用した巣箱数
に対する、繁殖に成功した巣箱の割合は66.7%であり、低くはなかった。

ヤマガラよりも繁殖が遅く始まるシジ eュウカラの繁殖成功率が悪いのは、ヘビによる
被害、カラスによる被害など、季節が進んでからの被害によるものが多いためと考えら
れる。 2004年には、鳥が使っていない巣箱3個の中でアオダイショウが確認された。鳥
による利用がなくとも、長年使っている巣箱には鳥の臭いがしみついていて、清掃した
だけではとれず、ヘビを誘致してしまっている可能性もある。また、タイワンリスなど
の利用が増えているために、鳥類による利用が減ることも考えられる。鳥類による巣箱
利用数の年による増減は通常起こる現象であるが、通常起こる現象の範囲内であるの
か、それともなんらかの原因で年々減少しているのか、今後しばらくのモニタリング
と、利用数が減少している場合は、その原因解明が必要である。
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図 1.利用された巣箱の位置
ー＠シジュウカラorヤマガラ

Aタイワンリス

表1.各繁殖段階で利用された巣箱数

シジュウカラ

ヤマガラ

シジュウカラorヤマガラ

合計

繁殖段階

巣作り 産卵 巣内育雛 巣立ち

.8 8 4 

3 3 2 2 

12 6 。 。
23 17 6 3 

表2.繁殖成功状況

シジュウカラ

ヤマガラ

50 

瞬化率覧 繁殖成功率覧

88.9 

62.5 

12.5 

66. 7 
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鳥類のフインセンサス調査

渡遺初恵（日本野鳥の会サンクチユアリ室）まとめ圃
篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 センター→ヘイケボタルの湿地→コナラの道
→カシの森→ミズキの谷→モンキチョウの広場→センター

調査日 夏期以外の時期に月 2回

調査開始 1986年 ．． 次 年度継続

調査目的

環境の変化を，鳥類を指標としてモニタリングする．

調査方法

定量的に，相対的に鳥類数を比較する際の資料を得るために，約2.3kmの
コースで，道の両側50mの範囲に出現する鳥類の種と個体数を記録した．

調査結果

調査は夏期・秋期を除いて14回行った．確認されたのは47種であった．月
ごとの平均個体数を比較すると，最も多かったのは10月であった（生物リス
ト参照） ．ウグイスとメジロについては6月がもっとも多く，それぞれ，
35.5羽＇ 71羽であった．ヒヨドリについては10月がもっとも多く94羽であっ
Tこ．

横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

月別鳥類出現記録調査

渡遺 初恵 （日本野鳥の会サンクチユアリ室）まとめ

調査場所圏内全域

調査日 通年

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

環境変化の指標として，鳥相をモニタリングするには，月 2回のラインセ
ンサス法だけでは記録できない種があるため，補充調査として行う．また，
季節の生物情報として．一部の情報をカード化し展示する．

調査方法

来園者， レンジャーなど職員，ボランティアの確認した鳥類の情報を，ほ
ぽ毎日収集した．集計に際しては，これらの情報を月別にまとめ，その月の
調査回数あたりの各々の種の出現日数を求め．出現率とした．

調査結果

73種が確認された （生物リスト参照） ．イカルにおいて＇ 2001年度から
2003年度の記録は10%以下であったが，今年度は1月に26.1 %, 2月に20.8% 
記録され，コイカルが2月に確認された．また．クロジにおいて， 2001年度
から2003年度の1月から3月に， 15%を超えることがなかったが，今年度はそ
れぞれ47.8%, 45. 8%, 41. 4%が記録された．
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鳥類の冬なわばり数

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチュアリ室・横浜自然観察の森） まとめ

調査場所圏内全域

調査日 9月一2月

調査開始 1998年 次年度継続

調査目的

環境の変化を，鳥類を指標としてモニタリングする．

調査方法

秋～冬になわぼりを作るモズ・ジョウビタキ・ルリビタキの確認された位置を地図に
記録した．確認は，友の会会員，探鳥会，ラインセンサス，レンジャーからの情報を元
にした．

調査結果

圏内になわばりを作っていたのは，以下の通りであった．

1 .モズ

オス1-3羽、メス3羽、性不明3羽、合計7-9羽であった。

2.ジョウビタキ

オス2羽、メス7羽、合計9羽であった。昨年の6羽より多かった。

3.ルリビタキ

オス5羽、メスorメスタイプの若オス3羽、合計8羽であった。昨年は2羽が越冬し
ていたが、今年は一昨年の10羽に近い数が越冬していた。
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3.月別視認頻度

①議翠の月別視認度合いのグラフが図－2である。
②最もひられる度合いが高い月は、1香子が飛来する7～9月である．司例年どうり
当今年Iま2番子が確箆出来なかった。司例年は6月よ旬から飛来している。
③今年は12月が最も見られることが少なかった。＝。例年は、1～3月
④実際の視認割合i玄、このグラフより低めである。
功一般の飼査協力者は、結翠を見られなかった時間を飽帳してい無いことが多いからである。

⑤例年どうり、冬季の瀦翠視恕度合いが悪いのは、池の水温が低くなり小魚が池の底の方にかたまってしまうことと、
池が氷結して飼が取れなくなるからである。

図－2月別視認時間数グラフ
70 

調印

査 50． 
視 40

認 30
時
間 20

数 10

。
1月 2月 3月 4月 5月 6月月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

延ベ関釜日数・185日

4.時間帯別視認頻度。

① U.3震の時間帯視認度合いのグラフが図－3である。
②最も見る確率が高かったのは、13時台の100%であった。司実際はこれより低いと推測される．
③反対に低かったのは、7～10時台であった． 司早朝と夕方を除く
④全体的に慣らして見ると、12時前後が比較的視箆できる時間宇野である．

⑤平均すると、1時間当たりの務翠を見られる割合は68%であったが、実際はこれより低めである。

図－－：3年間時間帯別視ll時間数グラフ
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時間帯事 延べ調査時間数：485時

5.諸君Eの飛来頻度

①務翠が、ミズキの池に飛来してくる度合いのグラフが図－4である。
② 今回の調査で最も記帳がされてい無い項目であり、数値の信濃性から参考データとする。
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図－4 月別飛来回数グラフ
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調査結果の考察

1.みずきの池での藷翠の生態と圏内の野鳥観察結果 （表ー1)
観察された他の野鳥

シメ・アオジ・ルリピタキ・カケス・ジョウビ
タキ・アカJ、ラ・シロハラ・ツグミ・アカウ
ソ・トラツグミ・マヒワ（約50羽）・クロジ

シメaアオジ・ルリピタキ・カケス・ジョウビ
タキ・アカハラ・シロハラ・ツグミ・アカウ
ソ・トラツグミ・クロジ

シメ・アオジ・ルリピタキ・ジョウビタキ・ア
カハラ・シロハラ・ツグミ・ウソ・トラツグミ 1
・3/7鴛ホーホケキョ．

上旬シメ・アオジ・クロジ・下旬ピンズイ
4/18コマドリ・センダイムシクイの鳴き
声 '4/25オオルリ・ヱゾムシクイ

• 5/16ホトトギスの鳴き声
オオルリ・センダイムシクイ

観察月 飛来性別 語草q;生態
－餌はエビ
・1'/25全箇氷結1月 ♂♀ 

2/19ペアで居た
2月 l♂♀（♂が多い）卜餌Iまエピ

3月 ♂♀（♂が多い）

－♂・♀同時に池に居る
4月 ♂♀（♂が多い）｜・4/2~11、魚をくわえ池を出で行く

•5/15求愛給餌行動をする
5月 ♂♀（♂が多い）

・メスの水浴が目立つ
6月 ♂♀（♂カt多い）

・7/3 3羽飛来する
7月 ♂♀ l当今年の1番子

.7/25幼鳥ガ相手を威嚇する行動
－♀の観と幼鳥2羽いる」とが多い

8月 ♂♀ I・見る確立が高い

9月
幼鳥の♂♀ －見る確立が高い
( ~字が多い） ・殆んど幼鳥

幼鳥の♂♀
－殆んど幼鳥

10月
（♀が多い） ．

ホトトギス・オオル1）・センダイムシクイ

•6/20キビタキ・オオルリ
オオルリ・センダイムシクイ

・8/22ウグイス地鳴き
・8/12ゴイサギの幼鳥

10月ジョウピタキ・クロジ・マミチヤジ
ナイ

・10/29-オシドリ♂2羽‘
当直ぐに抜け見た人は限られている
・10/10モズの高鳴き

・11/21 1レリピタキの♂
11月 ｜ ♂♀（♂が多い）｜ l・11/7.ウソの鳴き声・アトリ2羽

・11/7ミサゴ・ノスリ

・、23時間の調査時間の肉、議E毘を見たのは｜シメ・アオジ・ルリピタキ・カケス・ジョウピ
12月 ［ ♂♀ 12時間・ ｜タキ・アカハラ・シロハラ・ツグミ・ウソ・ト

・餌はエピ lラツグミ

2. ・諸翠のブロック~J視認頻度．

① ミズキの池をA～Eの五つのブロックに分けて、どのブロックに藷翠が居るか調査した結果が図－1である。
② 務E震が一番視忽出来たブロックl玄、 Eブロックであるが、このブロックは止まり木である為、観察者にとって結翠を
見たという印象が強い為、記録に残している為と思われる。私たちの観測ではA・Dブロックが多かった。

③連続長時間の観察が少なく多くの観察者が短時間で、その影響が出ていると思われる。．、
④ 務翠Iま池に入ってから、A～Dを周回しており、鳴かない限りA～otこ居た場合分かりづらい状況かにある．
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調査名 譜翠生態調査

かわせみ白ファンクラフ 膏木努・板垣昭平・加緩み［ま・佐々木祥仁・鈴
調査者名（所属）

木茂・鈴木隆明・平野貞雄・佐藤嘉明・佐藤義郎・石井伸明・藤田恵代

所
一
場
一
日

査
一
査

調
一
調

横浜自然観察の森の「ミズキの池J周辺

主として日曜日

調査開始

1・調査目的

1997年 次年度 ⑨重〉 終了 終了予定 年

横浜自然観察の森の『みずきの池JIこ飛来する藷翠の生態等について調査し、藷翠が「みずきの池」でど
のような生活・習性をもっているか調査する．

2.調査方法

(1）調査方法

主として、日曜日にハイドの窓から輔翠の生態を観察した．

しかし、かわせみファンクラブ会員だけでは4日／月程度の点の調査となってしまう為、調査結果の信頼
度が低くなってしまう恐れがあるので、一般来園者にも協力しても．らいヂータを面的・数量的に補足してもらう
ことにより、データの信葱性の向上を図るため、次の対応を推進した．

① ハイドに調査協力依頼のポスターを掲示した．．

②瀦翠ファンクラブ会員と共通の配録要旨を用意しておき、気軽に諸翠の様子を記帳してもらった．

③興味を持ってもらえるようにi過去の鵠翠の状況のグラフを掲示した．
④調査に協力して頂ける様、野鳥の写真を掲示や、会員が気軽に圏内の野鳥情報等の鑓供を心掛けた

(2）調査項目

①求愛給餌、交尾、1番子の飛来時期等、諸翠の1年間のライフスタイルを調査じた．
② 池の周囲をフロックに分け4ブロック別・止まり木別の利用回数・視認頻度（時間帯見lj・

③時間帯別の頼翠の飛来頻度（時間帯別・月別）

④ ．その他の野鳥情報等

(3）記録用紙の制定

① 1枚／日とした。

② 1枚の配録用紙に、購翠の調査と、野鳥の行動を記録するようにした．

3.調査結果

① 1番子は7月③日頃で、2番子は確認できなかった．＝争 1番手は例年なら6月上旬には見られてい夫

②求愛絵餌は5月15日頃で、例年より遅い． ( 

Lかし、4月25日には魚をくわえて池を飛び出しているのを確認しており、そのカップルの生殖行動
が何かしらの要因でずれ込んだと思われる．

③ 6月に♀の水浴が目立ったことも例年い無い現象であうた。

④今年も例年同様、池に飛来するのは親から子供に移っていると見られる．

⑤冬季は例年、餌の小魚が扇れにくいことから、池での萄翠の視認回数は少なくなるが、12月には23
時間の肉 で2時間しか視認出来なかったが、’ 97年の調査以来初めてであった。

4.調査の継続については、 17年度も継続調査をすることとした．

54 



，a’VES
E

・E・－BE
E

・EEB
－’旬E
’’

横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

シジュウカラに食べられた種子調査

高橋 剛・高橋 睦（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 観察センタ一周辺とコナラの道沿いに掛けてある巣箱

調査日 2004年 3月7日～

調査開始 2002年 次年度 継続 . 終了予定

調査目的

シジュウカラが被食型散布する植物を明らかにする。

調査方法

3月7日巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで、採集した。
No.1～24 (3.4.6. 7.8.17.18.19.20.21.23.24シジュウカラと恩われるフン採集）

3月13日巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。
No.30～40 (30.32.33.34.3.5.36.37.38.39.B シジュウカラと思われるフン採集）

6月27日乾燥させたフンをNo.毎に計量した。

No. 霊量（g) No. 霊量（g) No. 111fil:(g) No. 霊量（g)

3・ 0 .. 8 18 0.1 30 5.7 37 13.4 

4 15.1 19 5.5 32 6.7 38 12.8 
6 6.1 20 0.1 33・.・ 1.8 39 5.2 
7 10.9 21 2.9 34 13.8 B・ 4.6 
8 13.6 2.3 18.0 . 35 11.5 
17 16.8 24 9.8 36 13.8 

7月4日フンを茶こしに入れ流水で、洗い、 ろ紙でこして種子などを取り出し、乾燥させる。
フンの水洗い作業 No3,4,6,7β 

7月25日フンの水洗い作業 No17, 18, 19,20,21,23 
10月17日フンの水洗い作業 No24,30,32,33,34 
10月24日フンの水洗い作業 No35,36,37,38,39,8 

乾燥後に、種子の種類の同定作業を行う。
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6.ミズキの池見取り図

注） 1～5 止まり木

A～D ： ブロック

参考にした本・文献 一 無し

調査にご協力していただいた多くの方々・並びにご指導いただいたレンジャーにお礼申し上げます。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

タイワンリス個体数の変化

渡辺初恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室・横浜自然観察の森）まとめ

調査場所 センター→ヘイケボタルの湿地→コナラの道→力シの森→

ミズキの谷→モンキチョウの広場→センター

l調査開始 1986年

調査目的

次年度継続

外来種のタイワンリスの増減をモニタリングする．

調査方法

調査は年12回，夏期・秋期を除いて行った（表1).約2.3kmのコースで，時速約2kmで

歩きながら，道の片側25mずつ，合わせて両側50mの範囲に出現したタイワンリスの個体数

を記録した．集計にあたっては，毎年，月ごとの1kmあたりの出現個体数を求めた．

表1.タイワンリス個体数調査実施日

年 月／日

1986 4/16, 4/17, 4/24, 5/1. 5/7, 5/17, 5/28, 6/7', 6/11, 6/22, 6/27. 
7/9, 7/26, 7/31, 8/11. 8/17, 8/21, 9/4, 9/18, 10/15, 11/6, 11/15, 
12/6, l2/18, 12/29 

1991 5/17, 6/27, 7 /17, 8/23, 9/22, 10/24, 11 /27, 12ゾ23

1992 1/22, 2/23, 3/20, 4/12, 5/3, 6/7, 8/30, 9/27, 10/27, 11/21, 12/23 

1993 1 /23, 2/21 

1996 5/15, 6/6, 6/19, 7/31, 10/19, 11/14, 11/30, 12/29 

1997 1/26, 2/4, 2/28, 4/9, 4/25, 5/2, 5/29, 6/24, 8/2, 9/30, 12/3 

1998 2/6, 10/4, 10/31, 11/23 

1999 1/30, 2/7, 2/13, 2/28, 3/14. 3/28, 4/17, 5/2, 5/30, 6/12, 7/10 
10/11, 11/6 

2000 '1114, 1/30, 2/13, 2/27, 3/7, 3/22, 4/7, 4/30, 5/14, 5/21, 6/18. 
7/2, 10/14, 11/12 

2001 1/24, 1/29, 2/11, 2/28, 3/17, 3/26, 4/12, 5/6. 5/20, 5/27, 6/17, 
7 /l, 10/23, l0/29 

2002 1/13, 1/31, 2/10, 2/24, 3/10, 3/31, 4/14, 4/29, 5/15, 5/29, 6/20, 
6/28, 11 /20' 12/23 

2003 1/24, 1/31, 2/25, 3/6, 3/23, 3/30 4/29, 5/6, 5/19, 5/30, 6/9, 6/26 

2004 2/16, 2/22, 2/25, 2ゾ28,4/9, 4/21. 5/9, 5/22, 6/24, 6/30, 10/14, 
10/25 
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調査結果

調査は年12回．夏期を除いて行った （表1) .タイワンリスの平均個体数は1kmあたり約

3頭であり（図1）、 2003年と大きな変化はなかった。
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図 1.タイワンリスの個体数変化
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

林縁部と林内でのタイワンリスのセンサス結果

山本成三（横浜市） ・田村典子（森林総合研究所）

調査場所横浜観察の森

調査日 2003年8月－2005年1月

調査目的

外来種タイワンリスの生息状況を把握するために、適切な個体数推定手法の開発

が求められている。本研究では、同一調査者が同一の方法で異なる環境をセンサス

したときに、どのような結果が得られるかを比較することにより、個体数を把握す

る上で、適切なセンサスルートを設定するための指針を得ることを目的としてい

る。

調査方法

センサスルートは図1に示す2つのルートを用いた。ルート1は、観察の森・自

然観察センター付近に張り巡らされた散策路を利用し、 総延長約2k m、草地や植
採された低木の占める部分が多い（林縁コース） 。ルート2は、コナラの林、ミズ

キの道、ゲンジボタルの谷などを通る総延長約1.8k mのコースである（林内コー
ス）。同一調査者がこの2ルートそれぞれを毎月5-15日ずつセンサスした。センサ
スはタイワンリスの主要な活動時間である日の出直後1-2時間とし、ほぽ一定の速

度（2km/1時間）で歩きながら、目撃したりスの時間、場所、行動を記録した。

観察は2003年8月から2005年1月まー行った。また、強風、雨天の日は目撃頭数

に影響することが予想されるため、センサスを中止した。

り

図1 センサスを行った2つのルート ：林縁コースと林内コース
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調査結果

センサス1時間あたりの目撃個体数に換算した値を用い、各月における平均目撃

頭数及びその標準偏差値を図2に示した。林内コースに比べて、林縁コースでは目

撃個体数の変動幅が大きく、最も多い月、 2003年 12月には1時間当たり平均3

頭という多数個体が目撃された反面、 2004年9月には1頭も目撃されない日が続

いた。一方、林内のコースはリスを目撃しにくい環境ではあるが、リスの生息には

適した環境であるため（大久保ほか2004）、どの季節においても比較的一定した

数（1.5頭／1時間）で目撃された． センサス調査によって、個体数の相対値を比較

する場合、目撃しやすい林縁部の調査は結果が不安定であるために避けるべきであ

り、林内でのセンサスを行うべきでることが明らかになった。
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林縁と林内における1時間当たりの平均目撃頭数（棒）と標準偏差（線）

引用文献

大久保ほか（2004）神奈川県におけるタイワンリスの植生環境選択．神奈川県自

然誌資料26 （印刷中）

図2
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ホタル成虫の発生数調査

篠原由紀子 〈償浜自然観察の森友の会〉・まとめ 尾崎理恵（財日本野鳥の会サンクチユアリ室〉

調査場所へイケボタルの湿地ー

長倉口一イタチ川沿いーコナラの谷ーゲンジボタルの谷ーミズキの谷

調査日 2004年 5月22日 ・29日.6月4日・ 12日・ 18日・26日・ 7月2日・ 10日

7月17日・24日

調査開始 1986年 次年度継続

調査目的 水辺環境変化の指標として、ホタル成虫の発生殺をモニタリングする。

調査方法 5月下旬から7月下旬の週に一度、 19:00～21:00の間歩きながらホタルの
発生数を調べだ。発生数は調査区域を分けて調査した。調査区践を図1に示す。

調査区域A（ミズキの谷〉とH （ヘイケポタルの湿地〉は止水域であった。

まだ各調査区域の川の長さは、Bが 141.5m、Cが237.5m、Dが97m、

Eが88m、Gが148.5mであつだ。

調査結果 ゲンジボタル、ヘイケポタルとち、初認日は昨年よりも1週間早い5用29日

，でした。発生数が最も多かったのはゲンジポタルは6月 12日、ヘイケポタル

は6月18日であった（図2）。

いたち川に発生するゲンジボタルの個体数を揚所ごとに、単位面積あたりで

求めると、 Cが最も多く次いでC、Dがほぼ同じであった〈図3）。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

国路沿いの外来植栽木調査

尾崎理恵・渡辺浩行・渡辺初恵・藤田 薫まとめ （日本野鳥の会サンクチユアリ室）
篠原由紀子 （横浜自然観察の森友の会）

調査場所 コナラの道、ミズキの道、タンポポの道、ウグイスの道

飼査日 2004年11月

調査目的

圏内に植栽された木の種子は自然林内に運ばれて発芽し、実生・幼木の約75%が植栽
された樹種となっている場所もある （2001年度調査報告） 。また、自然林内に運ばれた
種子が発芽して成長し、新たな親木となっていることがわかっている（藤田2001）。観
察の森では、自然林を保全するために、以前よりこれらの外来樹木の除去が徐々に行わ
れている。管理計画を策定する際の資料とするために、植栽木の種類とおおよその数、
分布の現状を把握する調査を行った。

調査方法

園路沿いの外来樹木の種類と生えている位置、数と樹高を記録し、地図上に分布を図
示した。数は、 1本、 2本－10本、 10本以上の3段階に分けて記録した。図示と集計に
あたっては、低木の穫は1m以上、高木の種は2m以上を対象とした。

間査結果

園路沿いに62種が確認された。列状に多数植栽されていたのは、アカシデ、アカマ
ツ、アジサイ、アラカシ、イロハモミジ、ウツギ、カスミザクラ、キンモクセイ、ク
リ、コノテガシワ、サザンカ、サトザクラ、サンゴジュ、シャリンパイ、シラカシ、ス
ギ、スダジイ、ソメイヨシノ、ツツジ、ツバキ、トウネズミモチ、トベラ、ニシキギ、
ネズミモチ、ハマヒサカキ、ヒイラギ、ムクゲ、ヤマグワであった（図1）。

11月に実が確認されたのは、ハマヒサカキ、シャリンパイ、ネズミモチ、トウネズミ
モチ、ソメイヨシノ、アキニレ、トベラ、クスノキ、オオバヤシャブシ、シラカシ、
リョウブ、アカマツ、クロマツ、アキグミ、．メタセコイア、ノリウツギであり、親木と
して種子が運ばれていると考えられる。樹高が低かったために図示してはいないが、．ト
ベラ、シャリンパイ、トウネズミモチ、ナワシログミでは、多数の幼木が確認された。
これらの木は、運ばれた種子が発芽し、成長したと考えられる。また、今回1本ずつ確
認された木の中には、植栽されたのではなく、親木から運ばれた種子が発芽して成長し
たと思われる木も多かった。

在来種による森づくりを目指す際には、これらの、親木として種子を作っており、そ
の種子が自然林で発芽、成長している種の中で、在来ではない種を優先的に除伐してい
く必要があると考えられる。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

雑木林管理ゾーンにおけるアズマネザサの調査
岡本裕子（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所 ：横浜自然観察の森 自然観察センター

調査期間 ：2004年4月1日～2005年3月31日

次年度予定：；未定

・調査目的：

管理計画策定の資料とするため、予定地である二次林で遷移を止めるゾーン（雑木林
管理ゾーン、 2002年度調査報告参照）のアズマネザサの密度を明らかにする。

園調査場所：雑木林管理ゾーンの以下のエリア

①へイケポタルの湿地周辺
②サクラ林から畑

③クヌギ林

④炭小屋裏斜面

・調査日： 2005年3月19日

・調査方法：
調査地に 50c m四方のコドラートを設置し、コドラート内のアズマネザサの本数を数
え、平均的な高さを測定した。

調査データから以下の計算式でササ量指数を算出した。

ササ量指数＝ 1 niあたりの本数×平均の高さ（m)

上記①～④の各エリアで、各々調査ルートを2ルートずつ設定した。各調査ルートは

無作為に選び、 4つのコドラートを設定した。

ササ量指数の集計にあたっては、まずルートごとの平均ササ量指数を求め、次にエリ
アごとの平均ササ指数を求めた。

園調査結果 ：

1 .各調査エリアおよび各調査ルートの平均ササ量指数の比較

調査エリアごとの比較では、④サクラ林から畑、②ヘイケポタルの湿地、 ③クヌギ

の林の順でササ量指数が高く、③炭小屋裏斜面は低いという結果であった（表 1）。

ルートごとでは、ヘイケポタルの湿地A、サクラ林から畑A、クヌギ林B の順でサ
サ量指数が高かった。
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表1.各調査ルートおよび調査エリアの平均ササ量指数

調査エリア 調査ルートごとの平均 調査エリアごとの平均

ササ量指数 ササ量指数

①クヌギの林A 23.3 28. 9 

クヌギの林B 34. 1 

②へイケ湿地A 68.0 34.0 

ヘイケ湿地B 。
③炭小屋裏斜面A 。 7.5 

炭小屋裏斜面B 14.9 

④サクラ林から畑A 52:0 40.8 

サクラ林から畑B 29.5 

2.調査エリアおよびルートのササの状態（高さ・本数の比較）

①クヌギの林は、いずれのルートも 0.2～0.3mの高さの低いササが林床に密生してい
た （表2）。

②へイケポタルの湿地Aルートは平均2m近く丈のあるササ：の薮が見られた。
③炭小屋裏斜面Aは、落葉・常緑の混交林で調査ルー トにはササは見られず
Bのスギ・ヒノキ人工林林床でも本数は少なかった。
④サクラ林から畑は、 0.5m～1mの密生したササ薮が見られた。

表2. アズマネザサの高さと 50cm×50cmあたりの本数

調査エリア 高さ平均（m) 本数平均

①クヌギの林A 0.2 26.5 

クヌギの林B 0.3 27.5 

②ヘイケ湿地A 1. 8 9.0 

ヘイケ湿地B 。 。
③炭小屋裏斜面A 。 。
炭小屋裏斜面B 0.4・ 3.3 

④サクラ林から畑A 0.6 23.3 

サクラ林から畑B 1. 1 5.0 

・考察：
調査結果から、ササ量指数は④サクラ林から畑、 ②へイケポタルの湿地、 ③クヌギの
林の3箇所が高い数値を示した。また、各地点のアズマネザサの状態は、②へイケポタ
ルの湿地周辺は丈が高く太さもあるアズマネザサが密生、定期的に刈り取りが行われる
③クヌギの林は丈が低く根元で、分かれたアズマネザサが密生と異なっていた。

以上より、アズマネザサの除去管理の優先度（手を入れる順番）を決めるには、指数
だけでなくアズマネザサの状態や、今までの管理方法も考慮して検討する必要があると

考えられる。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

中学校総合学習によるシラン保全の効果

麗国 旗（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

嗣査掲所 ウグイスの道5付近の湿地。

園路の南側は日当たりが良く、ススキが繁茂している。北側は林が近く、林縁環境に

あるが、南側と同様にススキが繁茂してきでいる。

間査日 2003年5月8目、 9目、 2004年5月13日

嗣査開始 2003年

圃査目的

次年度継続

シランは、神奈川県内に原生地が数カ所しかない希少種である（神奈川県植物誌

2001）。圏内にあるシラン原生地では、 2003年より、横浜隻葉中学校が、総合学習の

中で、選択的除草と調査の保全活動を行っている。シランの茎は折れやすく、中学生が II
原生地に入って作業すると茎が折れてしまうため、この保全活動が、シランの保全に効

果があるか、反対に悪影響を及ぼしているかを明らかにするための調査を行った。

調査方法

シラン原生地で、工作用鉄でシラン以外の草本を除草した後、 50cm×50cmのコドラー
トを任意の場所に設置し、各材のコドラートでシランの株数を数えた。これらの作業
は、横浜隻葉中学校の生徒が行った。

シランの株は、 1本だけ花をつける。そこで、花茎のある株は、栄養のある、十分に
成長した株を示す指標と考えられる。そこで、株を数える際には、花またはつぼみのつ
いた株と、ついていない株とを区別して数えた。

原生地の中を通る園路の南側は日当たりが良く、面積も広い。北側は面積が狭く、林
縁が近い。両地点ではこのように環境が異なるため、集計にあたっては、南側と北側を
区別して集計した。

嗣査結果

50cm×50cmの株数は、 2003年度に比べ2004年度は、園路の南側でば14から19株に増加
した（図 1）。また、花のある株数の割合も55%から67%に増加した （図2）。園路の
北側では、株数も花のある株数の割合も、あまり変化がなかった（図1、2）。

以上の結果から、中学生による保全活動はシランに少なくとも悪い影響は与えておら
ず、南側では良い効果が表れていた。しかし、今回の調査は2年間分だけであり、たま
たま2004年の気象条件等がシランに合っていたために株が増加し、このような結果が得
られた可能性もある。そこで、効果・ 影響を測定するためには、数年おきに株数を調
べ、管理の効果や、水量等による周辺環境の変化による株数の変化をモニタリングし、
神奈川県内に数カ所しかない希少種シランの原生地を保護していく必要があると思われ
る。
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横浜自然観察の森調査報告書 10(2004)

コナラの谷階段部分と観察センター裏西斜面の植物

〔横浜自然観察の森友の会野草PJ〕伊津嘉興子園高原弘子・永藁和久・畑史子
八回文子・松田博明・山路智恵子・山本久子・横溝八千代・篠原由紀子（まとめ）

調査場所：横浜自然観察の森圏内

調査日：2004年4月1日～2005年3月31日

調査開始 2004年 終了

調査目的：コナラの谷の階段部分と観察センタ－裏西斜面の植物の分布を知る．

調査方法 ：毎月一回，調査の練習をしながら植物を記録した．

調査結果：記録された植物はO印をつけた．花か実を記録した植物には・印をつけた．

コナラの谷階段部分で記録された植物は181，そのうち花か実が記録されたの
は10！；），帰化・逸出は10であった．絶滅が危慎されている植物は「横浜の植物J
でV-8のサイハイランであった。

観察センター裏西斜面で、記録された植物は161，そのうち花か実が記録された
のは76，帰化・逸出は7であった．絶滅が危慎されている植物は，漂境省の
絶滅危慎E類が2，「横浜の植物Jで、V-AのモミとV-8のキクバドコ口で、あった．
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調査場所 A：コナラの谷階段部分
B：観察センター裏西斜面



種名 科名 A B 
アオキ ミズキ 0・ 0・
アオツヅラフジ ツヅラフジ 。。
アオミズ イフクサ 0・ 0・
アカショウマ ユキノシタ 。0・
アカネ アカネ 。。
アカメガシワ トウダイグモ 0・ 0・
アキノタムフソウ シソ 。
アケビ アケビ 。
アズマイパ弓 パフ 。
アズマネザサ タケ 0・ 。
アブラチャン クスノキ 0・
アマチヤヅル ウリ 。。
アフカシ ブナ 。。
イガホオズキ ナス 0・
イタビカズラ クワ 。
イヌガヤ イヌガヤ 。。
イヌザンショウ ミカン 。
イヌシデ カバノキ 0・ 。
イヌショウマ キンポウゲ 0・ 0・
イヌツゲ モチノキ 。0・
.fヌビワ クワ 0・ 。
イボタノキ モクセイ 。。
イロハモミジ カエデ 。。
ウグイスカグラ スイカズフ 0・ 。
ウツギ ユキノシタ 。
ウマノミツJ¥ セり 0・
ウラシマソウ サトイモ 。
ウワJTミソウ イラクサ 。
エゴノキ エゴノキ 0・ 0・
エノキ ーレ 0・ 。
エビヅル ブドウ 。
エビネ ｜ラン 0・
ヱンコウカエデ カエデ 。
オオアレチノギク キク 。
オオシマザクラ s、・、ー－ョ 0・
｜オオパイボタ モクセイ 0・ 。
オオパウマノスズクサ ウマノスズと。。
オオパギボウシ ユリ 。
lオオパグミ グミ 。
オオバコ オオバコ 0・
オオパジャノヒゲ ユリ 0・ 0・
オオパタネツケパナ アブラナ 0・
オオムラサキシキブ クマツヅラ 0・ 0・
オカタツナミソウ シソ 0・ 0・
！オカトフノオ サクフソウ 0・
｜オトコエシ オミナエシ 0・
オニシパリ ジシチョウゲ。0・
オニタピフコ キク 0・ 0・
オニドコロ ヤマノイモ 0・ 0・
オヤブジラミ セリ 0・
カキノキ カキノキ 0・ 。
カシワパハグマ キク 0・ 0・
カタ1＼ミ カタ1＼ミ 。
ガマズミ スイカズラ 。。
カマツカ ／＼＂・つ－ 。
カヤ イチイ 。
カラスウリ ウリ 。。
カラスザンショウ ミカン 0・ 0・
カフムシ（クサマオ） イフクサ 0・ 0・
カントウカンアオイ ウマノスズイ 0・ 0・
カントウマムシグサ サトイモ 0・
キク キク 。
キクパドコロ ヤマノイモ 。
キヅタ ウコギ 0・ 。
キパヲヵHンクピツウ曲・ンタt'J明 キク 0・
キブシ キブシ 0・ 0・
キフンソウ シソ 0・ 0・
キレハノブドウ ブドウ 。
キンミズヒキ 1＼ラ 。
ギンミズヒキ タデ 0・
キンラン フン 0・
クサイチゴ ハ－フー 。
クサギ クマツヅラ 0・ 0・
クズ マメ 0・ 。

I名 T 科名 IAIB  
クマノミズキ lミズキ 10・10
クマヤナギ lクロウメモドj0 10・
クリ lブナ I 10・
クロモジ lクスノキ 10・－
クワクサ lクワ 10 
ケスゲ lカヤツリグ廿0・10
ケチデミザサ lイネ 10 10 
ケムラサキニガナIキク 10 10・
ケヤキ Iニレ 10 10 
コアカソ lイラクサ 10・目
コウヤボウキ lキク ｜ 。
コクサギ lミカン 10・
コゴメウツギ lパラ 10・
コセンダングサ lキク 10・
コチヂミザサ lイネ 10・Jo・
コナスビ 1サクラソウ 10・10
コナラ Iブナ 10・lo
コパノガマズミ lスイカズラ 10・
コメナモミ lキク IO 
ゴンズイ lミツバウツギ 10・
サイハイラン lラン IO 10・
ザジガンクビソウ lキク 10 I 
サネカズラ lマツブサ 10・10
サラシナショウマ lキンポウゲ10・10・
サルトリイバラ lユリ 10 10 
サルナシ lマタタピ 10・10・
サンショウ lミカン 10・10・
シオデ lユリ 10・10
ジャケツイバラ lマメ 10・｜
ジャノヒゲ lユリ 10・l0・
シャリンパイ iパラ I 10 
シュロ 1ヤシ 10 
シラカシ Iブナ 10 
シロザ iアカザ
シロダモ 1クスノキ
シロパナハン泊ウヅルlキンポウゲ
シロヨメナ lキク
スイカズラ lスイカズラ

0 

0・10・
0・10・
0・10・
0・10

スギ lスギ
ススキ lイネ

0・10・
Q・
♀ スダジイ lブナ Jo 

セイタカアワダチソウlキク 10 
センニンソウ lキンポウゲ10
タイアザミ lキク 10 
ダイコンソウ 11 fラ 10・
タチツボスミレ 1スミレ 10・
タブノキ Iクスノキ 10 

♀・
♀ 
0 
0 

0・
タマアジサイ lユキノシタ 10 10 
ツクパトリカブト IキンポウゲIO 10 
ツクパネウツギ lスイカズラ 10 I 
ツタ lブドウ I 10 
ツタウルシ lウルシ IO 10 
ツバキ lツバキ I 10 
ツユクサ lツユクサ I 0・10・
ツルウメモドキ lニシキギ 10 10 
ツルカノコソウ lオミナエシ 10・10・
ツルグミ lグミ 10 10 
ツルニンジン lキキョウ 10 10 
テイカカズラ lキョウチクト~ 0 I 0 
トウネズミモチ Iモクセイ 10 10 
トキリマメ lマメ I lo 
ドクダミ lドクダミ 10・10・
トペラ lトベラ I 10 
トポシガラ lイネ 10・10
すっljパハヱドクソウlハヱドクソウ10・10・
ナキリスゲ lカヤツリグサ0・10・
ナットウダイ lトウダイグガto・｜
ナルコユリ lユリ 10・10・
ニワトコ lスイカズラ 10 10 
ヌルデ lウソレシ 10 10・
ネズミモチ lモクセイ 10 10 
ネムノキ lマメ 10 
ノイバラ lパラ 10 
ノササゲ lマメ 。
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種名 科名 A B 

ノガリヤス イネ 0・
ノダケ セリ 。
ノブ‘ドウ ブドウ 。0・
ハダカホオズキ ナス 0・ 0・
ハナイカダ ミズキ 0・
ハナタデ タデ 0・
ハリギリ ウコギ 0・ 。
ハルジオン キク 0・ 。
ハンショウヅル キンポウゲ 0・ 。
ヒイフギ モクセイ 。0・
ヒカゲイノコズチ ヒユ 0・
ヒゴクサ カヤツリグ宅 0・ .o・
ヒサカキ ツバキ 0・ 0・
ヒノキ ヒノキ 0・
ヒメカンスゲ カヤツリグガ 0・
ヒメコウゾ クワ 。0・
ヒメジョオン キク 0・
ヒヨドリジョウゴ ナス 。0・
ヒヨドリパナ キク 0・ 0・
フキ キク 0・
フジ マメ 。。
フタリシズカ センリョウ 0・
ヘクソカズラ アカネ 0・ 。
ベニバナボロギク キク 。。
ホウチヤクソウ ユリ 0・ 0・
ホタルカズラ ムフサキ 。
ボタン、フル キンポウゲ 0・
マツカゼソウ ミカン 0・
マユミ ーシキギ 。0・
マルパアオダモ モクセイ 0・
マルパウツギ ユキノシタ 0・
ミズキ ミズキ 0・ 0・
ミズヒキ タデ 0・ 0・
ミゾイチゴツナギ イネ 0・
ミツバ セリ 0・
ミツバアケビ アケビ 0・ 。
ミヤマナルコユリ ユリ 。
ムクノキ ニレ 0・ 。
ムフサキケマン ケシ 。
ムサシアブミ サトイモ 0・
ムフサキシキブ クマツヅフ 0・ 0・
ムラサキマムシグサ サトイモ 。0・
メヤブマオ イラクサ 。
モウソウチク タケ 。
モミ マツ 。
モミジイチゴ 1＼フ 。。
ヤクシソウ キク 0・
ヤエムグラ アカネ 0・
ヤツデ ウコギ 。。
ヤブカフシ ブドウ 。
ヤブコウジ ヤブコウジ 。0・
ヤブタバコ キク 0・
ヤブタピフコ キク 。
ヤブデマリ スイカズラ 0・
ヤブニッケイ クスノキ 。。
ヤブニンジン セリ 0・ 。
ヤブヘビイチゴ ハ・つー 0・
ヤブマオ イラクサ 0・
ヤブマメ マメ 。
ヤブミョウガ ツユクサ 。
ヤブムフサキ クマツヅフ 0・ 。
ヤブラン ユリ 0・ 0・
ヤマアジサイ ユキノシタ 。
ヤマウコギ ウコギ 。。
ヤマウルシ ウルシ 。
ヤマグワ クワ 0・ 。
ヤマザクラ I ＼・つ－ 0・ 0・
ヤマトリカブト キンポウゲ 。
ヤマノイモ ヤマノイモ 0・ 0・
ヤマハゼ ウルシ 0・ 。
ヤマホトトギス ユリ 0・ 。
ヤマユリ ユリ 0・ 0・
ヤマルリソウ ムフサキ 。



横浜自然観察の森調査報告書 10(2004)

ヤマユリ・ウバユリ圏内分布調査

〔横浜自然観察の森友の会〕八回文子・篠原由紀子

調査場所： 横浜自然観察の森圏内

調査日： 2004年4月～8月

調査開始： 2004年 終了

調査目的： 圏内のヤマユリとウバユリの分布を知る

調査方法：月一回，圏内のコース（図1）を歩いて，ヤマユリとウパユリの株数を

地図に落とした．

ウバユリは葉が2枚以上ついている株を一株と数えた．

調査結果：ヤマユリの花のついた株数は50であった（図2).1994年に調べたヤマユリの

花のついた株数は68だった（図3).

比べてみると、1994年にはあった環状4号線ぞいの崖の上とミズキの道の園路

のヤマユリがなくなっている.2004年には木が倒れて明るい場所になったカシ

の森の尾根にヤマユリが増えている．

ウバユリは4月に 192株あったが， 7月に曹のついた株は7株だけだった

（図4，図5参照）．なお、2005年4月には2004年に見落としたと思われる2株を

力シの森で見つけた．

図1.2004年横浜自然観察の森圏内ヤマユリ・ウパユリ分布調査 調査コース
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図2. 2004年横浜自然観察の森圏内ヤマユリ分布

・花穂のある株数 7月10日

図3. 1994年横浜自然観察の森圏内ヤマユリ分布

・花穂のある株数
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図4.2004年横浜自然観察の森圏内ウパユリ分布

。二枚以上葉のある株数 4月17日

図5.2004年横浜邑然観察の森圏内ウパユリ分布

・ 奮のついた株数 7月 10日
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横浜自然観察の森調査報告書 10(2004)

野草プロジェクトが除去した植物

〔横浜自然観察の森友の会野草PJ〕伊津嘉奥子・高原弘子・永藁和久・畑史子
八田文子・松田博明・山路智恵子・山本久子・横溝八千代・篠原由紀子（まとめ）

調査場所：横浜自然観察の森圏内

調査日：2004年4月1日～2005年3月31日

調査開始 2002年 次年度継続0・ 終了予定 年

調査目的：圏内で見つけて除去した園芸種植物の記録を残す．

調査方法：除去した時，花暦に記録した．

調査結果：

場所種名

⑥ ホソパオオアマナ
① シラー
① キショウブ
① メキシコマンネングサ
③ シュウカイドウ
③ ハコベホオズキ

除去した月

4月
4月
5月
6月
6月
6月

場所種名 除去した月

⑤ ワルナスビ 7月、8月
① シンテッポウユリ 8月
⑦ アレチヌスピ、トハギ 9月
④ キダチコンギク 10月
② コムラサキ 11月
① クロッカス 2月
① マツユキソウ（スノードロップ）3月
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

オニグルミの芽館痕のような痕跡の理由

松田久司（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 ミズキの道5番付近

調査日 2003年 2月～4月

調査開始 2003年

調査目的

終了予定 一年

オニグルミの冬芽は裸芽のため，鱗芽が欠落したあとである芽鱗痕は，できないはずで

ある．しかし，芽鱗痕のような痕跡が見られる．裸芽である冬芽がどのように成長するか，

どのような理由でこのようなあとができるのかを，明らかにする．

調査方法

オニグルミの冬芽を，一週間に一回，同様な方向から，裸芽である冬芽が，どのように

成長するか，写真撮影を行った．

調査結果

写真から起こしたイラストで示すように，外側の葉は芽鱗のように，正常な葉とはなら

ず，落ちてしまった．またその付け根の枝の部分はあまり延びなかったため，葉の落ちた

跡がつまったかたちになり，芽鱗痕とみえるような痕跡になったと思われる．

·.·.·~ · 駐；

2月13日 3月27日 4月03日 4月・11日

76 



横浜自然観察の森調査報告10(2005) 

円海山域のアカガエルの卵塊数調査（2005)

松田久司（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 横浜自然観察の森の水辺（生態圏の池，センター横のプランター，

センター裏の池，へイケボタルの湿地，ミズスマシの池，

ゲンジボタルの谷，水鳥の池， トンボ池，アキアカネの広場の水たまり），

金沢自然公園（ドングリ池，しだの谷みずの谷， Eの沢遊水池，北谷），

横浜横須賀道路釜利谷ジヤンクション内の遊水池，

ひょうたん池周辺，

瀬上市民の森（小川アメニティ横の水たまり，トンボ池周辺，瀬上池奥，

大丸広場周辺，漆窪周辺），

氷取沢市民の森（おおやと広場周辺，源流部の湿地）

調査日 2005年 1月 20日～ 4月 14日の週1回の 16回

調査開始 2002年

調査目的

次年度遜訟終了 終了予定 2006年

円海山域のアカガエルの卵塊数調査が，大津によって.1998年から2000年に渡って行わ

れており，横浜自然観察の森が．約450卵塊ともっとも多いとの報告されている（調査報告

5）.その後の卵塊数の変化を明らかにしたく， 2002年から 2004年と．横浜自然観察の森内

のアカガエルの卵塊数調査を行い，さらに2005年は範囲を拡大して，円海山域のアカガエ

ルの卵塊数調査を行った．

調査方法

調査場所としてあげた水辺を，週一回巡回して，まとまった形の卵塊を計数した．

4月に入って2回続けて計数されないときまで調査を行った．なお釜利谷ジヤンクショ

ン内には立ち入れないため，双眼鏡での観察を行った．卵塊は産卵後しばらくはまとま

．った形を保っているが，産卵場所と卵塊数を略図におとし，次の調査する際に重複しな

いよう考慮した．またヤマアカガエルは先に産みつけられた卵塊の近くに重ねて産卵す

ることがあるため，重なっている場合は，水面への盛り上がりの部分を中心と，卵が直

線的に並んでいる部分を境界線としてとらえ，それぞれ別の卵塊と判断し計数した．卵

塊がニホンアカガエルのものかヤマアカガエルのものかの識別は，卵塊を持った際のぬ

めりの残り方や弾力性によって判断できると言われている，それでも判断に迷うもの

は，おたまじゃくしになるまで育てて判断した。ニホンアカガエルは調査中に観察でき

なかった．
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調査結果

横浜自然観察の森では，合計 491個の卵塊が産卵されていた．調査を開始して最大の卵

塊数が観察された．横浜自然観察の森の水辺のなかでは，ヘイケポタルの湿地に390個（全

体の 79.4覧）と．多く産卵していた.2002年から 2005年の横浜自然観察の森の各水辺の卵

塊数を，表1に示す．横浜自然観察の森以外では，瀬上では 74個，金沢自然公園で 13個

が，観察され，ひょうたん池周辺，釜利谷ジヤンクション内の遊水地，氷取沢では，卵塊

が観察できなかった.2005年の横浜自然観察の森以外の各水辺の卵塊数を，表2に示す．

横浜自然観察の森と横浜自然観察の森以外の各週に計数した卵塊数とその累計数を，図 1

と図2に示す．横浜自然観察の森と横浜自然観察の森以外の水辺とも， 3/3と3/10の調査

日に少なかった，この間の降雨があった 2/25,3/3と3/4は，最低気温がそれぞれ， 0. 9°C, 

2. 5°Cと 0.5。C，最高気温がそれぞれ， 6.0。C,9. 2°Cと 4.2℃と低〈，産卵しなかったこと
が考えられる．横浜自然観察の森の 1998年から 2000年の調査との比較を表3に示す．ま

た，横浜自然観察の森以外の 1998年から・2000年の調査との比較を表4に示す．大津の報

告に，両生類は年による個体数の変動が大きいとあり，今後も調査の必要性があると思わ

れる．

表1横浜自然観察の森の調査場所の卵塊数

調査場配 2002年 2003年 2004年 2005年
生態園 31 12 9 11 
センター裏戸 。 。 。
ヘイケの湿地 57 57 86 390 
ミズスマシの池 。 。 。
ゲンジの谷 2 12 5 7 
トンボ池 24 65 34 66 
アキ．アカネの丘 ・4 4 3 
水鳥の池2 61 27 28 13 
本島の池3 9 0 。 。
合計 189 174 166 491 

表2横浜自然観察の森以外の調査場所の卵塊数
調 茎 場 所 2005年

瀬上 ． 小川アメーアイ横の水たまり長 9 
小川アメニァィ横の水たまり｝！
沈砂池 34 
トンボ池 20 
瀬上池の奥 10 

小計 74 
金沢自然公園しだの谷

どんぐり池 12 
小計 13 

ひょうたん池 ひょうたん池 。
周辺 新ひょうたん池 。

小計 。
釜利谷ジヤンクション内の遊水池 。
氷取沢 源流部の湿地 。

i』~ 計 87 
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表3横浜自然観察の森での年別の比較
大津（調査報告5）より
.1998年 1999年 2000年 2002年 2003年 2004年 2005年

水鳥の池小計 126 182 84 70 27 28 13 
その他の水辺 198 347 429 119 147 138 478 
合計 324 529 513 189 174 166 491 

表4横浜自然観察の森以外での年別の比較
大薄（調査報告5）より
1998年 1999年 2000年 2005年

ひょうたん池 ＋ 。 6 。
氷取沢 。 。 。 。
自然公園周辺 7 8 6 13 
瀬上谷戸 134 102 119 74 
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横浜自然観察の森調査報告10(2005) 

円海山域のヒキガエルの卵塊観察報告（2005)

松田久司（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 横浜自然観察の森の水辺（生態園の池，センター横のプランター，

センター裏の池，ヘイケポタルの湿地，ミズスマシの池，

ゲンジポタルの谷，水鳥の池，トンボ池，アキアカネの広場の水たまり），

金沢自然公園（ドングリ池， しだの谷，みずの谷， Eの沢遊水池，北谷），

横浜横須賀道路釜利谷ジヤンクション内の遊水池，

ひょうたん池周辺．

瀬上市民の森（小川アメニティ横の水たまり，トンボ池周辺，瀬上池奥，

大丸広場周辺，漆窪周辺），

氷取沢市民の森（おおやと広場周辺，源流部の湿地）

調査日 2005年 1月 20日～ 4月 14日の週1回の16回

調査開始 2005年 次年度＠訟終了 終了予定 2006年

調査目的

ヒキガエルの卵塊が，円海山域のどの水辺で観察できるか，明らかにするため調査を

行った．

調査方法

調査場所としてあげた水辺を，週一回巡回して，ひも状のヒキガエルの卵塊があるか

を記録した．釜利谷ジヤンクション肉には立ち入れないため，双眼鏡での観察を行った．
アカガエル類の卵塊は産卵後しばら
くはまとまった形を保っているが，

ヒキガエルの卵塊は卵塊数を計数す
ることが難しいため，卵塊の有無で

記録した．

調査結果

ヒキガエルの卵塊が．釜利谷ジヤン
クション内の遊水池では観察されな
かったが，それ以外の場所において隔上
は，卵塊が観察された．生息数は不明

－であるが，円海山全域に生息している

と思われる．ヒキガエルの卵塊の観
察状況を表1に示す．

金沢自然公園
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

『かたつむりJをさがそう

松田久司（横浜自然観察の森友の会事務局）

調査場所 ウグイスの草地

調査日 2004年 7月 31日

調査開始 2004年 次年度継続経v終了予定 一年
調査目的

自然保護協会が実施する、自然調べ 2004「カタツムリをさがそう。Jに、

参加した。

調査方法

友の会行事である「まるごと体験Jで、林内において、 落ち葉をめくったり

して、だんごむしを探す際に、参加者が「かたつむりJを見つけたら、それも

記録していただいた。

調査結果

林床を調査対象としたためか、ニッポンマイマイのみが見つかった。自然保

護協会で管理されているデータ IDとともに、以下に示す。

項番 データ ID 採集者

1 259 篠塚理

2 2 6 1 鈴木 寛子
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

環境記録写真

岡本裕子・藤回線（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所圏内11力所（図 1) 

調査日 撮影： 2005年3月4日

調査開始 1986年より（毎年ではない）

調査目的

同じ場所から定期的に環境を写真撮影することによって、環境の変化を記録する。

調査方法

圏内11カ所で環境を撮影した。撮影場所は、図1の通り。

調査結果

撮影した写真は、記録として整理し、保管した。
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

自然情報収集調査

来園者，ボランティア，レンジャーなど職員

調査場所圏内全域

調査日通年

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

自然・生物の情報を収集し，自然解説・行事，一般来園者へのサービスとして活
用する．また，生物リストや生物暦等自然史資料を作成する際の資料とする．

調査方法

来圏者，レンジャーなど職員，ボランティアの確認した生物の情報を収集し
た．情報は，種別・種名・確認年月日・確認内容・記入者を所定のカードに明記し
てもらった．これらの情報を月別に．綱別にまとめた．

調査結果

情報はカードに記入しこのカードは，展示コーナーの自然情報ボードに最新情
報として展示した後．閲覧できるようにファイルした．また，情報は入力して蓄積
し.2004年度版自然情報集を作成して，閲覧できるようにした．
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

雑木林ファンクラブ 2004炭焼き結果

雑木林ファンクラブ松田久司まとめ（横浜自然観察の森友の会）

調査場所炭焼き小屋

調査日 2004年 10月2～3日，12月4～5日， 18～19日

調査開始 2002年

調査目的

次年度等珍終了 終了予定 一年

環境管理の際に出た木材の活用方法の1つとして炭焼きを行っている.2004年度に炭焼

きを行った際の温度変化の計測結果を報告する．

調査方法

1 .炭窯の構造

炭焼きを行った窯は．本窯とドラム缶窯である．本窯は．窯の胴は奥行きが1.4m，一
番広い部分の幅が1.2mあり，平面的には煙突のある奥を鈍端とした卵型をしている．ま
た胴の高さが0.9m，鉢の高さが0.3mである．焚きロは間口 O.Sm，高さ 0.9m，上部

の奥行き 0.35m，下部の奥行きが 0.6mである． ドラム缶窯は， ドラム缶の手前に焚き

ロを作成し、奥にトタンの煙突を備えたものである．

2.温度計測場所

本釜は窯中央と煙突に，またドラム缶窯は煙突に，温度センサーを挿入して，温度変

化を測定した．本窯については、夜に焚き口を閉じるため，温度が連続していない．

調査結果

・2004/10/2 ドラム缶窯による実施分
炭材：モウソウチク・割材

No. 1 
重量： 58Kg
出炭量： 14. 6 Kg  

出炭率： 25. 2%  

No.2 
重量： 58Kg
出炭量： 12. 4 Kg  
出炭率： 21. 4%  

温度変化については，図1を参照のこと．

• 2004/10/2-3 本窯による実施分
炭材：モウソウチク・割材
重量： 320Kg
出炭量； 66.3Kg 竹酢液： 35Q 

出炭率 ：20. 7%  
温度変化については，図2を参照のこと．

85 



• 2004/12/ 4-5 本窯による実施分
炭材：モウソウチク・割材
重量： 350Kg
出炭量： 76. 1Kg 
出炭率： 20. フ%
温度変化については，図3を参照のこと．

. 2004/12/18-19 本窯による実施分
炭材：モウソウチク・割材
重量： 336. 7Kg 
出炭量： 83. 9Kg （但し未炭45kgを含む）
温度変化については，図4を参照のこと．
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図1 ドラム缶窯の温度変化
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

ゴミ探偵団パート5

ゴミ拾いハイキング参加者（まとめ：松田久司）

（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 タンポポの道とウグイスの道の一部

調査日 2004年 12月 19日

調査開始 2004年 次年度継続／＠〉 終了予定 一年

調査目的

活動場所への感謝の気持ちを込めて，圏内のゴミを拾い，ゴミの内容を調べた．

調査方法

2班に分かれて，ルート上にどのような種類のゴミが何個落ちているか，

拾いながら集計を行った．

調査結果

拾ったゴミの種類とその個数は表1のとおりである．
拾ったゴミについては，原則的に参加者で手分けして持帰り，持帰れないものを
観察センターのレンジャーに処理を行っていただいた．

表1拾ったゴミの種類とその個数

包装プラ 202 

アキカン・ピン・ペット等 8 1 

紙・布・ガラス類 55 

一般家庭ゴミ 39 

タバコ 36 

その他（ライター，ヤカン等） 1 2 

合計 425 
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横浜自然観察の森謂査報告10(2004) 

ボランティア動向調査
岡本裕子（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所：横浜自然観察の森．自然観察センター

調査期間：2004年4月1日～2005年3月31日

次年度予定：継続

・調査目的：

横浜自然観察の森友の会会員を対象に、施設の取り組み「いきもののにぎわいのある森づくり

（以下「にぎわい」と略）Jの普及度をはかることで、現時点における事業目標「にぎわいjの共有度

を知る。また、「にぎわいJ認知の媒体を調べることで、今後より広く取り組みを伝えていくための

効果的な手法を知る。さらに、「にぎわい」についてどう考えるか、今後どのように関わりたいかに

ついて調べることで、「にぎわいJ事業を協働で進める仕組みづくりを行う際の指針とする。

・調査方法：

横浜自然観察の森友の会会員に対し、会報に同封してアンケート用紙を送付し、同封の返信用

封筒で回収する。

・アンケート内容

調査項目

1）回答者の基礎データ

－年齢・性別・会員歴・所属PJ含め活動への参加状況

2）「にぎわい』普及度

・「にぎわいJの内容について聞いたことがあるか・どのように理解しているか

．どんな手段で伝えられた（もしくは知った）か

3）「にぎわい」賛同度

－施設の目的「にぎわいJについてどう考えるか
．今後「にぎわしリにどうかかわっていきたいか

・調査結果：

1）回答者の基礎データ

回収数は76部であった。回答者の年齢層は40代～50代が最も多く47人を占めた。

男女比は男性48人女性25人であった。入会期間は4～10年が24人と最も多かった。活動
状況は、「活動に参加していないJ15名を除き、プロジェクトや事務局等で何らかの活動を行

っていた（プロジェクト活動者計40名、複数回答あり）。

2）「にぎわいJ普及度調査

1.「いきもののにぎわいのある森づくりJについて
A「言葉を見た・聞いたことがあるJBf施設の目的であることを知っていたJC「全く聞いた

ことがないJのいずれかを選択式で回答を得た。図 1に、にぎわい認知度を示す。

A「言葉を聞いた・見たことがある」、B「施設の目的であると知っていたJ合わせて 72名

(93.5%）が「にぎわしリを認知しているという結果であった。
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2.「にぎわい」認知の手段について

1でA,Bと答えた方に、「lこぎわしリを知った手段（媒体略行事・活動など）について回答を
得た（複数回答あり）。図2に、にぎわいをどこで知ったかを示す。

「！こぎわいJを知った手段として、－友の会会報からが 59人と最も多かった。続いてセンター

の配布物（にぎわいパンフレット他 38人）、センター主催行事（23人）、にぎわい考える会

(13人）・友の会プロジェクト活動（13人）の順であった。

3.「にぎわいJについてどのように理解しているか

「にぎわいJからイメージすることを自由記述式で回答を得た（回答者数64人）。

その結果、「多種・多様な生きものがすむ森jが最も多く、 15人であった。続いて、「生き物

に出会える、人と生きものが触れ合える森」が9人であった。

集計結果概要）

①生きものに出会える・触れ合える森：9人

②生きものの生息環境が保たれている森：6人

③多種・多様ないきものが生息している森：15人

④多様な環境に本来の生き物がつながりあって生きている森：6人

⑤生きものと人が共存する森：7人
⑥生きもののための森：2人

⑦里山的・四季の変化が楽しめる森：7人

③自然がそのまま残された、推移に任せた森：2人

⑨その他 10人

4.「にぎわしリをすすめるためにばどうしたらよいと考えるか

自由記述式で回答を得た。その結果、管理系の提案が最も多く 18人であった。続いて

「広〈取り組みのPRを、理解者を得る、目的の周知をJといった普及の必要性が15人であ

った。

集計結果概要）

①普及（市民への PR・周知、理解を得る、担い手を増やす）の必要性：15人

②環境調査の必要性：3人
③環境管理（生息環境の保全・多様な環境の創出・目的に沿った管理）の必要性：18人

④ゾーニングを行う（手を入れるエリア・λれないエリアを分ける） : 3人
⑤市民参加で（会員の協力を得て）行う：4人
⑥大規模緑地の一角として保全を行う：2人

⑦その他：11人

3）「にぎわいJ賛同度調査

1.施設の目的「にぎわい」についてどう考えているか

施設の目的「にぎわいJについてどう考えるか、以下の項目から選択式で回答を得た。

A：「にぎわいJに賛同し協力したい

B：「にぎわいJに賛同するが協力できるかわからない

C：「にぎわいJに賛同するが協力できない

D：「にぎわい」に賛同しないので協力できない

E ：「にぎわいJがわからないので答えられない

F：その他
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図3に、にぎわい賛同度を示す。A：にぎわいに賛同し、協力したいが最も多《（39名）、

B：賛同するが協力できるかわからない（24人）が次点であった。f賛同しない」という回

答は0であった。

2：「にぎわいjにどのように関わっていきたいか

・考察：

人 Bと回答した 63名から「！こぎわいJへどのように関わりたいか、回答（複数回答あ

り）を得た。 その結果、最も多かったものは③センター主催行事に参加者として関わる

(26 人）であり、続いて⑥プロジェクト活動で（2~ 人）⑤鳥・野草・樹木など好きなテー
マで（22人）であった。

アンケート結果より、施設の目的「にぎわい」の言葉は周知されており、その手段として、友の会

会報、センター配布物（にぎわいパンフレット含む〉といった媒体が効果を発揮していた。

『にぎわいJをどのように理解しているかについては、大多数が「多種・多様な生きものJをキーワ

ードに挙げていた。回答内容は生きものと「触れ合えるJから「生息環境・生きもの同士のつながり

が保全されるJまで、個人差があった。
会報や配布物でコラムや報告を発信し、センター主催の行事を普及の場とする一方で、野外展示

やホームページもより充実させ、より多くの会員に「にぎわい」を伝えていく必要がある。

「にぎわいJ賛同度については、回答者のほぼ全員から賛同を得られている。関わる場について

は、「センター主催行事参加者としてjが最も多く、「にぎわしリをテーマにしたイベントや講座の実

施が求められているといえる。また、プロジェクト活動を含め好きなテーマ（野鳥・野草・樹木など〉

や得意分野で関わりたいといった回答も多数寄せられていたことから、各々の興味の対象や得意

な部分を活かし、皆で協力して「にぎわいJをすすめられるよう、役割分担をすることが必要であ

る。

目A言葉を聞いた・見たことがある

白B施設の目的であると知っていた
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図2「にぎわしリをどこでて矢口ったか

図A「にぎわい」に賛同し協力したい

回B賛同するが協力できるかわからない

ロC賛同するが協力できない
口D賛同しないので協力できない

回E「にぎわいJわからないので答えられない・Fそのほか
日無回答

図3 にぎわい賛同度
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

行事効果測定調査

渡遺初恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所：横浜自然観察の森

調査期間： 2004年10月23日～10月31日

次年度継続

調査目的：大きなまとまりのある緑地である円海山周辺緑地をフィールド
とした行事の参加者の傾向と円海山周辺緑地への期待を明らか
にする．

調査方法：一般市民を対象としたハイキング型行事「円海山オリエンテー
リングJの全8回において，参加者 14 5人対し行事終了後
にアンケート調査を行った．
「円海山オリエンテーリングJは金沢自然公園ののはな館と
横浜自然観察の森を結ぶコース上に様々ないきもの設問看板を
設置しクイズなどを解きながら歩くハイキング型の行事である．
なお．設聞は以下の通りである．
1年齢
2. どこから来ましたか？
3.円海山がどんな森だったらいいと思いますか？

（複数回答可）
気持ちよく歩ける森・いきものにあえる森・
探検できる森・ピクニックできる森・その他

調査結果：回収したアンケート数は89枚（回収率61.3%）であった．
参加者の年齢内訳としては10歳未満（参加者全体の27%）と
30～40歳（21%）が最も多い割合であり（図1)，おそらく
家族での参加であろうと思われた．参加者は港南区と金沢区の
住民が最も多くて共に15%，円海山に隣接した4区（港南区・
金沢区・磯子区・栄区）合計で全体の44%を占めていた．
選択式の設問3では， 「気持ちよく歩ける森Jと「いきものに
出会える森Jが多い結果となった．その他にも F自然を
そのまま残してほしい」 (9人より回答あり）などの意見も
寄せられた（図3).これらの結果から円海山オリエン
テーリングの参加者としては．様々ないきものに出会え，
気持ちよく歩ける森を望む傾向にあることがわかった．
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図1.参加者年齢内訳（訟悶1)
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

現代の、親と子供の自然に対する意識調査

金子智和（東海大学4年）

調査場所横浜自然観察の森（アキアカネのE、モンキチョウの広場の東屋）

調査日 2004年8月21日（土）、 22日（日）

調査開始 2004年 次年度継続ぷ予 終了予定 年

調査目的

今回私は、大学で履修することになった、教職必修の発表授業の資料として利用し
たいと思い、またイベントに参加している親子の意識を直接、あるいは間接的に捉え晶
たいと思い、行いました。

調査方法

2004年8月21、22日に行われた「親子森あそび塾Jでサポーターとして参
加し、その中でのイベントを通し、まずは自分の目で様々な親子を見て考えたり、一
緒に行動を行ったりすることによって、自然や生き物に対する姿勢を観察しました。
また、個々の会話も時間を見計らって取り、親の考え方、意識を学びました。
そして、終わりにまとめを行った後、間接的に思っていることなどを知りたいた
め、アンケー卜に協力してもらい、役立てました。

調査結果

たくさんの親子に様々な質問をしましたが、その中でも特に聞きたかったことは、
普段このような体験をしているか、という点についてです。色々な返答が返ってきま
したが、ほとんどの人は「こういう場所があまりないから出来ないJといったような
意見でした。また、自然環境に対してどう思いますか、という質問をすると、誰もが
「大切だけど、実際何か出来る訳じゃないJという感じでした。 実際、このように
自然と触れ合う場所や機会は多くはないと思いますが、探してみると意外と多くある
ものです。だから親はもっと、子供のためにも自らが探して、体験させてあげるべき
だと思いました。そしてその中で、例え小さな事 eであっても、自然に対して出来るこ
とを親子で探してほしいと感じました。
今回のイベントで、非常に残念だったのが、親子揃って昆虫を探していない風景をよ
く見かけたことでした。一昔前に比べて簡単に自然と触れ合うことが出来なくなった
今、親子揃って探すことによって生き物たちのつながりを直接感じ、もっとお互いが
話しあうことによって、子供の成長に応じて近頃話題になっている地球環境問題に対
しても話し合ってもらいたいです。
アンケートに関して、自然に対して親は「大切Jという意見しかなかったので、す
が、子供は「生きている」、 「生き物にとって大事Jといったように親身になって考
えていました。また、年齢を増すごとに、親は生き物に対して苦手意識が増えてくる
ようです。
また、親はメディアを通して地球環境問題のことをある程度認識しているので、こ
ういった経験を繰り返し、これからもっと重大になっていく問題を、その経験などを
通して子供に話してもらいたいものです。
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t浜自然観察の森調査報告書10(2004)

鳥類ラインセンサス調査での出現種（2004年4月一2005年3月）
数値は月ごとの平均個体数．

檀名 4月 5月 6月 10月 1月 2月 3月
アオゲフ 2.0 2. 0 1. 5 2. 5 2.0 1. 5 
2 アオジ 6.0 10.5 11. 5 8.0 
3 アカハフ 1. 0 2.0 1. 0 
4 イカjレ 7.0 41. 0 
5 ウグイス 24.0 31. 0 35.5 6.5 14.0 11. 5 22. 5 
6 ウソ 1. 0 1. 0 
7 エゾビタキ 1. 0 
8 エナガ 5. 5 12.0 3.0 5.0 6.0 4.0 
9 オオタカ 1. 0 
10 オオルリ 2. 5 1. 0 4.0 
11 カルガモ 2.0 
12 カワウ 1. 0 
13 カワセミ 2.5 1. 0 1. 0 1. 0 
14 カワラヒワ 3.0 2.0 10.0 1. 0 3.0 1. 0 
15 キジ 1. 0 
16 キジバト 12. 0 2.0 1. 0 6.0 1. o・ 3.0 5.0 
17 キセキレイ 1. 0 2.0 
18 キビタキ 2.0 1. 0 1. 0 
19 クロジ 3.0 7.0 3.0 
20 コゲフ 5.0 6.0 3.0 5.5 5. 0 5.0 6.5 
21 コサギ 1. 0 
22 コジュケイ 4. 5 4.0 1. 5 4.0 1. 0 5. 5 6.5 
23 シジュウカラ 9.0 19.5 12. 5 17. 0 3.0 3.0 8. 5 
24 シメ 6.5 6.0 5.5 12.0 
25 シロハフ 1. 0 2. 5 1. 0 2.5 
26 スズメ 2.0 14. 5 27.5 1. 0 1. 0 2.0 
27 センダイムシクイ 1. 0 2.0 
28 ツク．ミ 4.0 2. 5 1. 0 1. 0 
29 ツJfメ 1. 0 1. 0 3.0 
30 トピ 1. 0 1. 0 1. 0 1. 0 
31 ノスリ 1. 0 1. 0 
32 ハイタカ 1. 0 1. 0 
33 ハクセキレイ 1. 0 1. 0 
34 ハシブトガラス 6.5 5.5 4. 5 5. 5 4.0 3. 5 8.0 
35 ハシポソガフス 2.0 1. 0 1. 0 2.0 
36 ヒメアマツ1＼メ 1. 0 
37 ヒヨドリ 13.0 15.0 19. 0 94.0 62. 5 12.5 .11. 5 
38 ホオジロ 3.0 2.5 5.0 2.0 2.0 3.5 
39 ホトトギス 3.0 1. 0 
40 マヒワ 2.0 
41 ミソサザイ 1. 0 
42 ムクドリ 1. 0 
43 メジロ 23.5 40.5 71. 0 65.5 38. 5 18. 5 23.5 
44 モズ 4.5 1. 0 1. 0 
45 ヤブサメ 1. 0 
46 ヤマガラ 1. 0 3. 5 1. 0 4.0 1. 0 1. 0 4.0 
47 ルリビタキ 1. 0 1. 0 

計 143.5 . 175. 0 196. 5 242.0 171. 0 152. 5 142.5 
アオジ？ 2.0 1. 0 1. 0 1. 5 1. 0 
大型ツグミSD. 1. 0 3. 5 3.5 1. 5 
クロジ？ 2.0 1. 0 
ジョウビタキ？ 1. 0 
ホオジロ？ 1. 0 
，口ι通例・ 言T 146.5 176.0 196.5 242.0 178. 5 159.5 145.0 
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横浜自然観察の森調査報告書10(2004)

月別圏内鳥類出現率 (2004年4月～2005年3月）

No 科名 種名
出現率（百）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 ウ カワウ 3.6 8.7 4.2 
2 サギ コサギ 4.0 7.1 4.3 
3 アオサギ 7.7 3.6 
4 ガンカモ オシドリ 4.2 
5 カルガモ 3.6 4.2 17.2 
6 ワシタカ ミサゴ 4.0 4.3 
7 トピ 75.9 50.0 42.3 75.0 57.7 48.0 64.3 65.2 56.5 91.3 83.3 79.3 
8 オオタカ 7.1 4.0 10.7 4.3 8.7 4.3 4.2 
9 ツミ 4.3 8.3 
10 ハイタカ 8.7 8.7 8.3 3.4 
11 ノスリ 13.0 8.7 34.8 33.3 13.8 
12 サシパ 4.0 
13 ハヤブサ チョウゲンボウ 4.2 
14 キジ コジュケイ 89.7 71.4 69.2 71.4 38.5 32.0 50.0 60.9 47.8 52.2 45.8 72.4 
'15 キジ 82.8 57.1 23.1 25.0 15.4 40.0 3.6 8.7 4.2 6.9 
16 シギ ヤマシギ 3.4 
17 ハト キジバト 82.8 64.3 50.0 71.4 61.5 40.0 50.0 69.6 52.2 52.2 75.0 93.1 
18 ホトトギス ホトトギス 53.6 73.1 71.4 7.7 
19 フクロウ フクロウ 6.9 21.4 11.5 4.3 4.3 4.2 6.9 
20 アマツJfメ ヒメアマツ1＼メ 3.4 17.9 34.6 17.9 7.7 10.7 8.7 13.0 4.3 4.2 
21 アマツ1＼メ 7.7 3.6 4.3 
22 カワセミ カワセミ 55.2 32.1 19.2 32.1 23.1 4.0 3.6 13.0 13.0 25.0 31.0 
23 キツツキ アオゲフ 48.3 25.0 46.2 42.9 3.8 35.7 43.5 26.1 43.5 37.5 41.4 
24 コゲフ 82.8 64.3 69.2 50.0 19.2 40.0 50.0 52.2 47.8 69.6 70.8 82.8 
25 ツffメ ツバメ 27.6 50.0 38.5 53.6 23.1 12.0 
26 イワツJfメ 11.5 7.1 3.8 
27 セキレイ キセキレイ 24.1 14.3 19.2 10.7 39.1 12.5 6.9 
28 ハクセキレイ 6.9 7.1 4.0 10.7 26.1 17.4 8.7 4.2 3.4 
29 ピンズイ 3.4 4.2 
30 サンショウクイ サンショウクイ 3.6 
31 ヒヨドリ ヒヨドリ 86.2 71.4 61.5 75.0 15.4 52.0 85.7 100.0 100.0 100.0 91.7 93.1 
32 モズ モズ 3.4 4.0 46.4 47.8 47.8 39.1 45.8 27.6 
33 ミソサザイ ミソサザイ 3.4 
34 イワヒffリ カヤクグリ 3.6 
35 ヒタキ コマドリ 3.4 
36 Jレリビタキ 7.1 8.7 39.1 33.3 1・7.2
37 ジョウピタキ 3.4 3.6 52.2 34.8 34.8 12.5 6.9 
38 トフツグミ 8.7 4.2 13.8 
39 クロツグミ 4.2 
40 アカハフ 20.7 4.0 8.7 21.7 39.1 29.2 20.7 
41 シロJ1フ 20.7 8.7 34.8 78.3 75.0 75.9 
42 マミチヤジナイ 10.7 8.7 
43 ツグミ 34.5 8.7 26.1 47.8 70.8 82.8 
44 ヤフサメ 10.3 39.3 42.3 7.1 
45 ウグイス 96.6 92.9 92.3 96.4 34.6 12.0 35.7 73.9 73.9 78.3 70.8 93.1 
46 エゾムシクイ 3.4 3.6 
47 センダイムシクイ 24.1 50.0 3.8 
48 キビタキ 39.3 19.2 4.0 21.4 
49 オオルリ 31.0 60.7 38.5 14.3 3.8 
50 エゾピタキ 7.1 
51 コサメビタキ 3.6 
52 エナガ エナガ 65.5 42.9 23.1 3.8 4.0 21.4 34.8 52.2 26.1 45.8 51.7 
53 シジュウカフ ヤマガフ 93.1 82.1 23.1 7.1 3.8 32.0 35.7 39.1 52.2 37.5 65.5 
54 シジュウカフ 96.6 89.3 80.8 67.9 30.8 64.0 78.6 87.0 73.9 95.7 91.7 93.1 
55 メジロ メジロ 93.1 92.9 88.5 85.7 53.8 36.0 67.9 95.7 78.3 100.0 87.5 96.6 
56 ホオジロ ホオジロ 58.6 32.1 53.8 57.1 42.3 12.0 28.6 52.2 65.2 69.6 75.0 86.2 
57 カシフダカ 3.4 8.7 4.3 4.2 
58 ミヤマホオジロ 4.3 4.3 4.3 
59 アオジ 41.4 7.1 73.9 82.6 95.7 83.3 89.7 
60 クロジ 3.4 8.7 21.7 47.8 45.8 41.4 
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No 科名 種名
出現率（%）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
61 アトリ カワフヒワ 20.7 10.7 26.9 21.4 34.8 30.4 47.8 50.0 27.6 
62 マヒワ 48.3 4.3 
63 ペーマシコ 8.7 8.3 3.4 
64 ウソ 17.2 7.1 8.7 8.7 4.3 54.2 20.7 
65 コイカJレ 8.3 
66 イカJレ 3.4 4.3 26.1 20.8 17.2 
67 シメ 41.4 7.1 13.0 30.4 47.8 50.0 31.0 
68 I¥タオリドリ スズメ 89.7 92.9 96.2 92.9 88.5 88.0 67.9 95.7 95.7 87.0 87.5 96.6 
69 ムクドリ ムクドリ 10.3 15.4 7.1 4.0 25.0 4.3 8.7 12.5 17.2 
70 カフス カケス 10.7 8.7 4.3 
71 オナガ 3.8 

72 ハシボソガフス 17.2 3.6 2l.4 15.4 8.0 3.6 13.0 4.3 8.7 20.8 34.5 
73 ハシブトガフス 75.9 78.6 69.2 71.4 84.6 92.0 67.9 56.5 95.7 95.7 83.3 100.0 
本ハト ド1＼ト 3.6 
サギ サギSD. 7.7 
ワシタカ ハイタカso. 3.6 
シギ ヤマシギ？ 4.3 
カモメ カモメSD. 3.4 
ホトトギス ホトトギス？ 4.0 3.6 
アマツJfメ アマツffメSD. 4.3 4.3 
ツ／〈メ ツJfメso. 3.6 
セキレイ セキレイso. 3.8 4.3 

ヒタキ ツグミSD. 3.4 3.6 4.0 13.0 8.7 52.2 29.2 3.4 
アカハフorシロハフ 13.0 

ホオジロ アオジorクロジ 4.3 
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横浜自然観察の森調査報告 10(2004) 

花暦・ 2004年

横浜自然観察の森友の会 －野草プロジェクト ：伊津嘉奥子・ 高原弘子・永藁和久＝ ’畑史子

八回文子・松田博明・山路智恵子・山本久子・ 横溝八千代・ 篠原由紀子 （まとめ）

く調査方法〉

毎月 1日から 10日の聞に、 篠原が圏内全域を歩いて植物の状況を記録した。

野草プロジェクトの活動日にメンバーが記録したものを追加した。

つぼみ ：ム

花；女

未熟主主実 ~o
~~1:ご実：・
－むがご ：む

.6. 

4町。． 
・／の縫は定例調査の日以外の記録

〈凡例〉

ムヲ貨

ム大O

ム女0・
0・

ム O 女0・
ム ． ム／女12
ム 0・ム16大22
女O ム女16022

例1.一定例調査の臼には菅だったが12日には開花を記録した ：ム／大12

‘ム26

女22

ム犬20

ム女020

例 2.一定例調査の日には記録されなかったが、26日にはつぼみを記録した ：ム＇26

－圏内で観察できる場所が限られている植物I氏 、種名の右（）内に場所を記した

7:7キアカネの.Ii,オ：尾根道， カ：カシの森， ク：クヌキ．の林， ゲ ：ゲングの谷， コ：コナうの谷

ス：炭焼き場， セ：生態園，／： ／キ7の広場， ハ：畑，ピ：ピクこけ広場， ミ：水鳥の池

－種名の網掛けは生態圏で観察できた種
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6
日
3
月
2
臼

｜オ
オ
ム
フ
サ
キ
緬
智
ツ
ツ
ジ

ム
ヲ蛇

市町
オ
オ
ム
フ
サ
キ
シ
キ
ブ
ク
マ
ツ
ヅ
フ

..
6.
12
 
A
宵
9

。
。

。
。
．
 

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
フ
楠
栽
J
、フ

6.
／安
13

0
6
 
．
 

オ
カ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

シ
ソ

ムヲ
lr
6

0
・

0
・

0
・

0
・
0
1・16

0
・
．
 ．
 

オ
カ
ト
フ
ノ
オ

サ
ク
フ
ソ
ウ

6.
安
10

A
女
0
1
•
1
0
0
・

0
・

0
・14
．
 ．
 

オ
ギ

イ
ネ

・2.9
．
 ．
 

オ
今
ラ

,
 

キ
ク

6.
14
 

ム
女
14

オ
J司
aる
シ

｛
オ
ミ
ナ
エ
シ

6.
21
安
2.4
ムヲ
骨

。
0
・
．
 

オ
長
主
主
ヨ
定
結

キ
ク

E
込

ム
安
18

宵
O

木
工
三
ウ
ラ
ザ
ケ
グ
サ

イ
ネ

6.
19
 
6.
／
安
2.3

安
O

オ
ー
シ
パ
リ

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

。
0

1•
2

3 
．
 

•1
0

 
ふ
14

I』
6.
 

..6. 
6.
*
1
 
6
.
*
 

オ
－
タ
ビ
ラ
コ

キ
ク

6.
 

6.
世
r

0
・

女
O

ム
ヲ蛇

オ
＂＇－

，~
"l
口

目
ヤ
マ
ノ
イ
モ

A
ヲ骨

6.
食
。

安
O

。
・17
．
 ．
 •? 
・？

オ
ー
ノ
ゲ
シ

キ
ク

*
 

オ
ヒ
シ
パ

イ
ネ

t』
6
.
*
0
・

／：
；，
.安
O

0
・

オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
（ヴ）

I
 tフ

ム
18
安
2.9
ム
ヲ崎

オ
ヨ
Tア
ヨ
ラ
ミ

セ
リ

6.
安
29

／：
；，
.
安
0
6

。
オ
フ
ン
ダ
ガ
フ
シ

ア
ブ
フ
ナ

ム
／
安
14
6.
女
O

ム
女
0
・

ヲ骨
／：
；，
.
安

オ
フ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
ナ
デ
シ
コ

6
.
*
0 ・

0
・
e
n
 

ム
女
2.5

カ
エ
デ
ド
コ
ロ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

ム／
女
18

。
。

ガ
就
；：｛
モ

ガ
ガ
イ
モ

6.
肯
11
ム
ヲk

0
・

カ
キ
ド
オ
シ

シ
ソ

／：
；，
.
安

6.
*
0
 

力
あ
ノ
キ
織
殺
も

カ
キ
ノ
キ

／：
；，
.安
8

。
。

。
。

0
・

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
楠
毅
ユ
キ
ノ
シ
タ

A
女
O

。
。

力
ク
ト
フ
ノ
ホ

シ
ソ

A
安
18

カ
ク
レ
ミ
ノ
裕
裁

ウ
コ
ギ

0
2
4
 

。
。

。
カ
シ
ワ
パ
ハ
グ
マ

キ
ク

..
6.
10
 

t
』

/:;,
. 

女
0
1
4

。
0
・
．
 ．
 

カ
ス
ミ
ザ
ク
フ
繍
栽

I
 tフ

6.
／
女
12

。
．
 

カ
ゼ
ク
サ

イ
ネ

ム
女
7

。
．
 

カ
タ
ク
リ
（
20
04
持
ち
帰
り
）
ユ
リ

。
ム
安
15

カ
タ
ぷ
ミ

カ
タ
バ
ミ

ムヲ
骨

A
安
O

む
4町

4町
ム
ヲl
r
O

カ
ナ
ピ
キ
ソ
ウ
（／）

ビ
ャ
ク
ダ
ン

ムヲ
lr
B

。
ガサ
f：ム
グ
フ

l
ア
サ

ふ
安
16
/:
;,
.*
 

す町
。

カ
ニ
ツ
リ
グ
サ

イ
ネ

..
6.
*6
 

ガ
マ

ガ
マ

すま
叉
2:.
ミ

ス
イ
カ
ズ
フ

6.
16
 

6.
／女
8

。
。

。
0
・
．
 ．
 ．
 

力士
＜：
Y
カ
一

I
＼
フ

6.
・11

／：
；，
.
甲骨

。
。

。
。

。
．
 ．
 ．
 ．
 

カ
モ
ガ
ヤ

イ
ネ

安
18

0
1
6
 

カヨ
E
ジ
ゲ
分
R

イ
ネ

ムヲ
lr
B

大
O

0
・

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ムヲ
骨

0
・

カ
フ
ス
ウ
リ

ウ
リ

6.
／
宵
22
6.
世
r

0
7
 
・16

力、
ラ
:i3.
ザ
ジ
シ
ョ
ウ

ミ
カ
ン

I込
6.
／
宵
10

。
。

。
．
 ．
 ．
 ．
 ．
 

カ
フ
タ
チ
4盗
殺

ミ
カ
ン

ム
9
女
17

。
。

。
。

。
．
 

カ
フ
タ
チ
バ
ナ

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ

カ
フ
ム
シ
（
ク
サ
マ
オ
）
イ
フ
ク
サ

6.
大

6.
16
 

ムヲ
骨

0
・

0
・
．
 

カ
ワ
フ
ス
ガ
ナ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

6
.
*
1
8
 

0
・
．
 

カ
ワ
フ
ス
ゲ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

0
1
6
 

カ
ヲ
エラ
ナ
デ
シ
コ

ナ
デ
シ
コ

6.
／
女
17

女
O

カ
ワ
フ
ヨ
モ
ギ
（
／
）

キ
ク

6.
 

ム
安
0
2
0

。
。

カ
ン
ガ
レ
イ
績
栽

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ム
吠
16

女
O

安
O

女
。
．
 ．
 

カ
ン
ト
ウ
カ
ン
ア
オ
イ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ

0
?
 

*
 

す町
。

。
。

。
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ

キ
ク

6
.
*
 

ム
女
0
・

カ
ン
ト
ウ
マ
ム
シ
グ
サ
サ
ト
イ
モ

女
0
1
5

。
。

。
。

。
．
 

色
の
実
た
し
m m 紫 赤 茶 茶 茶 茶

骨 常

赤 茶 薄 茶 薄
茶

4霊

茶
簿 赤 ク
リ
ー
ム
色

茶 赤 赤 赤 黒 縫 伺 問 縄 赤



ー.
.... 
C
つ
よ溢

種
名

車
止
卓
己

4
月
3,
4
日
5
月
1,
7
日
6
月
2,
3
日
7月
2
日
8
月
3,
4
日
9
月
1
日
10
月
6
日
1
1月
2
日
12
月
1
日
1月
10
日
2
月
6
日
3
月
2
臼

iカ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ

キ
ク

キ
ク
J
tド
コ
ロ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

ギ
シ
ギ
シ

タ
デ

ム
25

キ
ジ
ム
シ
ロ
（
力
）

パ
フ

キ
タ
チ
コ
ン
ギ
ク

キ
ク

A
安
18
ム世
町

裂
状
/J.
－－曹

司
王
革
主
l
ウ
コ
ギ

ム
／
女
4

女
O

。
。

0
・

0
・

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
組
栽
（
ウ
）
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

ム
女
22
t:
:.
* 

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ム
安
0
1
6

・
13
女
0
1
e
1
6
女
O

・
18

長
ツ
ネ

－）.，
.マ
~
l
---

~
－
 
j
 キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

A
女

ム
女
O

女
0
・

。
0
・

F午
、o
tl
r

~，；
，；＿

＿； 
－－

~ 
_
 
_, 
マ
メ

ム
／
女
10
ム
大
O
ムヲ
lt
-0
ム
女
O
ム
女
O
t::.
安
O

0
・
．
 

キ
パ
ナ
ガ
ン
ウ
ピ
ソ
ウ
（
力
ツ
ヲ
ピ
ソ
ウ
）
キ
ク

ム
13

ム
女
13

弘
、
h

ム
女
0
1
e
1
4
．
 

キ
パ
ナ
コ
ス
モ
ス

キ
ク

ム
肯
11
除
去

共
：
づ
ミ
ム
ー
→
品

j
キ
ブ
シ

*
 

。
。

ム
0

ム
O

ム
O
ム
O
t::. 

ム
ム

ム
ム
／肯
17

ギ
ボ
ウ
シ
園
芸
積
（
ス
）
ユ
リ

ム
女
22
ムヲ
lt
-0

キ
ュ
ウ
リ
ゲ
サ

ム
フ
サ
キ

ムヲ
骨

ム
安
0
7

ギ
ョ
ウ
ギ
シ
パ

イ
ネ

*
O
 

キ
フ
ン
、
ノ
ウ

シ
ソ

ム
女

女
／
0
1
5

ー
ム
女
15

当医
凶

＼／
.：.
支
~
ウ
人
＼
♂
__
J 
ブ
ド
ウ

ム
／安
10
ムヲ
lt
-0
ムヲ
lt
-0

キ
ン
エ
ノ
コ
口

イ
ネ

ム
安
17

0
・
．
 

キ
ン
カ
ン
樋
栽
（
ハ
）

ミ
カ
ン

安
O

。
。

。
．
 

キ
ン
シ
パ
イ
圏
外

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

女
29
ムヲ
t

女
0
1
0

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

パ
フ

t::.
女
17
ム
女
O
ム
女
O
ム
女
O

安
0
・

。
ギ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

タ
デ

ム
宵
0
2
0
t::.
大

0
・

キ
ン
モ
ク
セ
イ
植
栽
モ
ク
セ
イ

ム
＊

キ
ン
フ
ン

フ
ン

4町
点
以
ラ
：
；
；
，.
-

フ
ン

ム
女
7
ムヲ
lt
-0

。
。

0
・

0
・
．
 ．
 

ク
サ
イ

イ
ク
サ

ム
8女
30
ム
4町
。
．
 ．
 

タ
サ
F
イ三
罪二
ヨ

戸島
」
／
＼
＇
寸

ムヲ
k

安
0
1
・
17

ム
17

ム
女
13

ク
サ
ギ

ク
マ
ツ
、
；
Yラ

ム
／宵
13
t::.
安

ムヲ
lt
-0
．
 ．
 ．
 

ク
サ
ボ
タ
ン

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

0
14
 

ク
サ
ヨ
シ

イ
ネ

0
1
2
 

ク
サ
レ
ダ
マ
植
栽
（へ）
サ
ク
フ
ソ
ウ

ム
安
10
ムヲ
骨

。
0
・
．
 ．
 ．
 

議
震
jマメ

ム
女
16
ムヲ
蛇

ク
ス
ノ
キ

ム
／
安
27
ムヲ
骨

。
。

。
。

。

ブ
ナ

L:
:.
*6
 

0
2
5
 

。
ム
29

ミ
ズ
キ

ム
B

ム
大
9

。
。

0
・

0
・

弘
之
ヤ
ず
括
主
J
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ

。
ム
・
23
ム
・
12
ムヲ
骨
．
 
。

。
。

。
0
・

。
。

。

tク
ヨ
！）
＿
－
も

4
マ
メ

ム
ムヲ
骨

。
0
・
．
 ．
 

ク
リ
楠
栽
も

ブ
ナ

ム
15

大
10

0
1
0
 
。

。

ク
レ
マ
チ
ス
園
芸
積
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ム
安
12

。
口
l;
l
力
久
ー権
殺
伐
）
J
ア
ヤ
メ

ム
大
27

ク
ロ
マ
ツ
値
主
主
も

マ
ツ

ム
ム
女
8

。
。

。
0
・

0
・
．
 ．
 ．
 ．
 

ム
．
 

ク
ロ
モ
ジ

ク
ス
ノ
キ

ムヲ
骨

。
。

。
ム

ム
ム

ム
ム

ム
ム

ム
／女
24

ク
ワ
ク
サ

ク
ワ

L:
:.
* 

安
0
・

。

ケ
イ
ワ
タ
J
tコ

イ
ワ
タ
1
＼
コ

ム
30

ムヲ
片

ケ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
t::.
女
12
ム
女
O

。
女
O

｜ク
ス
「ゲ
戸

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ヲ骨
。

t::.
女
19

｜ケ
z壬
ヂ
Jミ
切
吠
！

イ
ネ

ム
＊
7
ム
女
O

。
．
 

tl
ir
シ
7;
-J
j-
1守
覗
一
イ
ネ

ム
女
16

女
0
・
．
 

ケ
マ
ル
パ
ス
ミ
レ

ス
ミ
レ

ム
女

ケ
ム
フ
サ
キ
ー
ガ
ナ
キ
ク

ム
10
女
16
ム
大
0
・
21
0
・
21
ムヲ
崎

ケ
ヤ
マ
／

•）
シ
ノ
キ

，植
栽

1
カ
バ
ノ
キ

0
・

0
・

0
・

0
・

0
・
ム
0
・
ム
0
・
ム
0
・
ム
．
 

ム
．
 

ム
．
 

t』
＊
．
 

ゲ
ニ
ィ
メ
シ
語
力
コ
ー目
白

i
フ
ウ
ロ
ソ
ウ

ム
大
22
A
肯
O
t::.
女
O

ム
ー安
0
・
．
 

黙
し
た
突
の
色

黒 褐 褐 茶

紫
申 宵 黄 茶 褐 紺 褐 黒
（金
の
毛
）

黒 赤 禍 茶 緑 簿
茶

黒



.......
 
C
コ ιn
 

樋
各

私
卓
R

4
月
3.
4
日
5
月
1,
7
日
8
月
2
,3
日
7
月
2
8
8
月
3
,4
日
9
月
1
8
10
月
6
日
11
月
2
日
12
月
1
日
1
月
10
日
2
月
6
日
3
月
2
日

コ
ア
カ
ソ

イ
ラ
ク
サ

／：
：，
.
女
8

女
O
。

0
・
．
 ．
 ．
 

コ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
イ
グ
サ

／：
：，
.安
8
ム
大
0
・

0
・

コ
ウ
ゾ
り
ナ

キ
ク

ム
11
安
17
ム
ヲ
骨

／：
：，
.
女
0
・
．
 

コ
ウ
ホ
ネ

ス
イ
レ
ン

／：
：，
.
女
3

コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ

キ
ク

ム
女
0
1
4

0
13
 
．
 

コ
ガ
マ
植
栽
も

ガ
マ

女
0
20
。
。
。
。

コ
ク
サ
ーギ
ι
z
ー
ミ
カ
ン

／：：
，.~
町
。
。
。
。
。
。
。
．
 
・
？

・
？

コ
ク
フ
ン
．

フ
ン

ム
／
安
17
。

0
1
6
 

コ
ゴ
＞)I
.ウ
ツ
ギ

←
＞
 
J
、－
フ

6.
14
安
29
A
世
r
。
。
。
。
．
 

．
 
，
 

コ
シ
オ
ガ
マ

ゴ
マ
ノ
ハ
ゲ
サ

A
ヲt

安
O

コ
シ
ロ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
キ
ク

世
r
O

コ
ス
ミ
レ

ス
ミ
レ
。

ム
安
15

コ
ゼ
ジ
ヲ
7ン
グ
サ

キ
ク

ム
安
10
A
女
／
・
2
0

ム
安
25
A
甲骨

A
女
0
・
ム
女
0
・
．
 ．
 ．
 

::1
そ
王
子
ミ
ザ
サ

イ
ネ

ム
女
17
ム
女

ム
ヲlr
O

0
・
．
 

コ
ナ
ス
ピ

サ
ク
フ
ソ
ウ

A
安
12
。

コ
オ
ラ
樋
裁
も

ブ
ナ

6.
7
安
16

。
。
。

6
.
*
2
4
 

コ
ー
シ
キ
ソ
ウ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

6
.
*
 
。

コ
／
＼
コ
ペ

ナ
デ
シ
コ

6
.
*
0
 

ム
＊
0
2
7
ム
宵
0
・

コ
パ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

ス
イ
カ
ズ
フ

6
.
*
1
4
 
。
。
。
。
．
 

コ
J
fノ
カ
モ
メ、；
lJ
レ

ガ
ガ
イ
モ

ム
女
24

ム
女
10

6
.
*
1
6
 

コ
ぷ
J
：
丈
イ
子

ユ
キ
ノ
シ
タ

コ
パ
ン
タ
ツ
ナ
ミ

~
 
シ
ソ

ム
／
安
14
ム
＊
O

・
2
0

コ
ヒ
ル
ガ
オ

ヒ
ル
ガ
オ

ム
ヲ
骨

A
安

安
O

世
r

コ
ブ
シ
樋
裁
も

モ
ク
レ
ン

A
女
O
。
。
。

A
 
0
 
A
 
0
・
7
6.
 

A
 

6.
 

ム
t』

ム
／
安
24

コ
ブ
ナ
グ
サ

イ
ネ

ム
女
25
企ヲ
骨

0
・

コ
マ
ツ
ナ
ギ

マ
メ

A
女
22
ムヲ
骨

A
女
O

ム
女
O
。

0
・
．
 

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

ア
カ
パ
ナ

ム
ヲ
骨

。
コ
マ
ユ
ミ
嫡
栽

ー
シ
キ
ギ

ムヲ
骨

。
。
。

•1
4

 
．
 

コ
ム
ラ
サ
キ

ク
マ
ツ
ヅ
フ

・
21

コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ

マ
メ

ふ
女
21

A
女

0
・
29

コ
メ
ナ
モ
ミ

キ
ク

A
女

ム
女
0
・

コ
d::
'f
マ
ン
ネ
ン

Fグ
サ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

A
 

ムヲ
骨

ゴ
ン
ズ
イ

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
ム
21

ム
／
安
17
。
。

・
14

サ
イ
ハ
イ
フ
ン

フ
ン

ム
女
8

サ
サ
ガ
ヤ

イ
ネ

6.
18
女
25
ムヲ
骨

0
・

ザ
ザ
ン
カ
縦
栽

ツ
バ
キ
。
。
。
。
。
。

ムヲ
蛇

A
世町

ム
ヲ
l
r
O
A
女
O

安
O

女
O

サ
ジ
ガ
ン
ク
ピ
ソ
ウ

キ
ク

6.
17
 

•1
4

 
サ
ツ
キ
植
栽

ツ
ツ
ジ

A
女
23

ヲt
サ
ト
ザ
ク
フ
）
箱
栽

ハ
フ

A
女

サ
ネ
カ
ズ
ラ

マ
ツ
ブ
サ

ム
7

A
*
 

ム
女
O

0
1
4
 

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

i込
6.
 

ム
／
女
2
1

甲骨
O

ザ
ル
トリ
イ
J
tラ

ユ
リ

女
／
0
12
。
。
。
。

0
・
14
．
 

サ
ル
ナ
シ

マ
タ
タ
ビ

6.
女
12
。
。

0
1
7
 
。
。
．
 

サ
ワ
ラ

ヒ
ノ
キ

安
16

•11
 
0
1
6
 
0
1
3
 
0
1
6
 
0
1
6
 
0
・
18

・
17

e
1s
 
・
19

・
17

サ
ン
カ
ク
イ
樋
栽

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ム
9
女
29
。

*
O
 

0
・
．
 ．
 

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
繍
裁
｛ハ
）
ス
イ
カ
ズ
フ

6.
17
 

ム
A
女
。
．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
 

ザ
ン
φシ
ョ
ウ
（7.J
シ
の
J森
に
ミ
カ
ン

A
女
21

0
6
 

。
．
 
・
14
．
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－投稿される方ヘ・

横浜自然観察の森では，レンジャー，ボランティア，研究者，大学生など多くの

人によって，各種の調査が行なわれています．そこで，日本野鳥の会レンジャーが

これらの結果を毎年調査報告書としてまとめ，調査活動，自然解説を行なう上での

資料として活用できるようにしています．つきましては，下記の要領で調査の報告

を提出して下さいますよう，お願いいたします．

・調査報告書の目的・横浜自然観察の森で行われているすべての調査活動・調査

項目・調査場所・調査者のリストアップと，調査により得られた情報の公開，共有．

・投稿内容・横浜自然観察の森または円海山緑地に関わる調査，および横浜自然観

察の森のボランティアが行った調査（他の場所でもOK）の活動報告とその結果．

生物や自然だけでなく，アンケート調査，自然解説の手法の効果測定なども対象

とします.2004年度の調査だけでなく，過去の調査の報告でもかまいません．

・形式・「かんたんな輯舎Jと「〈わしい輯舎」の 2種類あります．どちらか一方
をお書き下さい．

圃〆切・2006年 3月 15日
ご連絡ください．

・投稿先・問い合わせ連絡先圃

当日が調査期間中等にあたり，提出が難しい方は，

横浜自然観察の森 〒247-0013 横浜市栄区上郷町 15 6 2ー 1

TEし：045-894-7474 FAX :045-894-8892 

E-mail: fujita.k@zb.wakwak.com藤田まで（ご不明な点はお気軽に）

｜「かんたんな報告Jの書き方｜
1 .次ページの書式に沿って，書ける項目だけ記入して下さい．

2. 「調査者Jの欄には，必ず氏名を書き， 氏名の後に（ ）で所属を書いて
下さい．

例：藤田 燕（横浜自然観察の森友の会・ヤマガラ大好きプロジェクト）

調査者が複数の時には，全員の氏名を書いて下さい．

3.図や表は「方法Jや「結果Jの欄に切り貼りしても，最後にまとめて添付
されても構いません．

4. 原稿はプリントアウトしたものを送っていただくか， Excel形式で入力した

ものを添付ファイルでお送り下さい．

－手書きの方は，紙が足りないときには，コピーして使って下さい．

－コンビュータ一等で自分で枠を作って打ち込む方は， A4縦置きで，上3

cm，下4cm，左右 2.5cmの余白をとってください．各項目の行数は，変

更して構いません．
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調査名

調査者名（所属）

調査場所

調査日

調査開始 年 ． 次年度継続／終了 ． 終了予定 年

調査目的

調査方法
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調査結果

引用した本・文献
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｜「くわしい報告j の書き方｜

1 .提出方法について

Word形式で原稿を保存したフロッピーディスクを郵送，または， Word形式でメ

ールでお送りください．

図は， A4サイズの用紙に書いて郵送，または， Excelか Word形式でメールで

お送り下さい．編集の手間を省くため，図は，本文の最後にまとめて載せさせてい

ただきますので，ご了承下さい．

2 .全体について
報告は，できる限り短く書いて下さい．図や表もできるだけ少なくします．

表よりは図？で表現する方がよいと言われています．図であれば，一目で理

解できることも，表になると理解するのに時間がかかつてしまうからです．

3.構成について

( 1 ）タイトル／ 調査の内容についてわかるようなタイトルをつけます．

( 2 ）著者名と著者の所属・連絡先住所／

( 3 ）はじめに／ 観察や調査を行なった動機・目的を書きます．向じテーマ

で，過去に行われた調査では，どこまで明らかになっているかなども，こ

こに書きます．

( 4）調査地と調査方法／ 調査地について簡潔に書きます．調査地の環境に

ついては，報告のテーマに関係ないときには簡潔に，テーマに関係あると

きにはくっわし～く書きます．

調査期間として，何年の何月から何月まで観察したかを書き，合計観察

時間や日数も入れます．

調査方法としては，どのように調査したかを，他の人が，同じ方法で繰

り返し閉じ調査ができる程度に詳しく書きます．

( 5 ）結果／ 自分の調査でわかったことを書きます．

( 6 ）考察／ 自分の結果から考えられる結論だけを書くようにします．自分

の調査でどうしてそういう結果になったのかを，他の研究を引用しながら，

考察したり，他の研究と結果を比較したりします．

( 7 ）謝辞／ 調査を手伝ってくださった方，調査計画をたてる時や論文を書

く時に相談にのってくれた方や，助成金をもらっている場合は，どこから

もらったのかを明記し，謝辞をのべます．

( 8）要約／ 短くまとめて論文内容全体の紹介をする場所です．

自分の調査の結果どんなことがわかったのかをできるだけわかりやすく，

短くまとめます．

( 9 ）引用文献／ 報告の本文中で引用した文献を，すべて書きます．

雑誌の場合：著者名，発表年．論文表題．掲載雑誌名巻号：ページ．

本の場合 ：著者名，発表年．表題．総ページ数，発行所，発行地．
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